
大阪府教育庁市町村教育室
小中学校課

カリキュラム・マネジメントの手引き
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＜令和元・２年度 カリキュラム・マネジメント調査研究実践校＞

○摂津市立摂津小学校 ○枚方市立招提小学校 ○枚方市立第一中学校

○和泉市立北池田小学校 ○和泉市立信太小学校 ○熊取町立西小学校 ○岬町立深日小学校

＜はじめに＞

新学習指導要領の確実な実施のためには、各学校においてカリキュラム・マネジメントが適切に実現

されていることが欠かせません。そのため、大阪府教育庁として、令和元年度からの２年間で「カリ

キュラム・マネジメント調査研究事業」として、カリキュラム・マネジメントの実現のために重視する

べき観点ごとに項目を立て、調査研究校において実践研究を進めていただきました。

この度、その事例や参考資料等を手引きとしてとりまとめました。教職員がカリキュラム・マネジメ

ントの意義を理解し、その効果を実感しながら、学校全体で組織的に取組みを進めることができるよう、

各校の実態に応じてご活用ください。
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第１章 カリキュラム・マネジメントを知ろう

○カリキュラム・マネジメント Yes／Noチャート

○“カリキュラム・マネジメント”って何だろう？

○カリキュラム・マネジメント Q&A インデックス

第２章 カリキュラム・マネジメントの実現に向けた実践事例とその工夫について

カリキュラム・マネジメントの３つの側面を通して、教育活動の質の向上を図ろう

(1)教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていく事例

・ 主体的に考え、高め合う子どもの育成 ～子ども理解を基盤に、つながりに気づく学びをめざして～ 摂津市立摂津小学校

・ 国語科を軸とした教科等横断的な視点でのカリキュラム・マネジメントを通して、
子どもたちの言語能力の育成を図る

枚方市立招提小学校

・ 総合的な学習の時間を軸としたカリキュラム・マネジメント
～生徒の資質・能力の教科等横断的な育成～

枚方市立第一中学校

・ 「食に関する指導」を通じて家庭・地域とつながる西小っ子 熊取町立西小学校

(2)教育課程の実施状況を評価してその改善を図る事例（PDCAサイクルの構築）

・ 子どもたちの資質・能力の育成をめざしてつながり、深める“チーム北池田”の取組み 和泉市立北池田小学校

・ 聴き合い、学び合うことをベースに、資質・能力を育む 和泉市立信太小学校

(3)教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制の確保とともにその改善を図る事例

・ ひと・まち・つながる教育 岬町立深日小学校

第３章 カリキュラム・マネジメントの実現のための参考資料集

もくじ
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カリキュラム・マネジメントを知ろう

カリキュラム・マネジメントを学校全体で組織的に進めるためには、まず、カリキュラム・マネジメントの

根拠や意義を理解しておく必要があります。第１章の「Yes／No チャート」や「Q&A インデックス」を活用し

ながら、学校やご自身にとって課題となっていること、必要としていることを明確にしてみましょう。下表に

示した学習指導要領解説総則編の該当箇所もあわせて読み進めると、より理解が深まります。

第１章

学習指導要領 第１章 総則 該当箇所

第１の４ カリキュラム・マネジメントの充実

第２の１ 各学校の教育目標と教育課程の編成

第２の２ 教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成

第５の１ 教育課程の改善と学習評価等

第５の２ 家庭や地域社会との連携及び協働と学校間の連携



カリキュラム・マネジメント
Yes／No チャート
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第１章
「“カリキュラム・マネジメント”

って何だろう？」へ

Y

Ｎ
カリキュラム・マネジメントの
基本的なことから知りたい

START

Y

第１章
「カリキュラム・マネジメント

Q&A インデックス」へ

カリキュラム・マネジメントの実現
をめざしてはいるものの、具体的に
何が課題か明確になっていない

N

この「カリキュラム・マネジメントの手引き」
を読み進めていくにあたり、あなたが必要な
情報にいち早くたどり着くためのチャートです。

あなたはどのタイプでしょうか。
矢印に沿って進んでみましょう！

（凡例）

Ｎ

Y …YES

…NO

各校におけるカリキュラム・マネ
ジメントの実現に向けた学校
の取組みの様子が知りたい

Y

第３章
「カリキュラム・マネジメントの

ための参考資料集」へ

カリキュラム・マネジメントの実現
に向けて、すぐに使える資料がほしい

Y

教科等横断的な学習について
学校全体で進めていきたい

第２章(1)
「教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を

教科等横断的な視点で組み立てていく事例」へ

Ｎ
PDCAサイクルによって

教育課程の実施状況を評価
してその改善を図りたい

Y
第２章(2)
「教育課程の実施
状況を評価してその
改善を図る事例
（PDCAサイクルの

構築）」へ

N

地域人材や資源など
を活用して

カリキュラム・マネジメント
の実現をめざしたい 第２章(3)

「人的又は物的な
体制の確保とその
改善を図る事例」へ

Y

Ｎ

Y
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“カリキュラム・マネジメント”って何だろう？
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４ 各学校においては，児童や学校，
地域の実態を適切に把握し，教育の
目的や目標の実現に必要な教育の内
容等を教科等横断的な視点で組み立
てていくこと，教育課程の実施状況を
評価してその改善を図っていくこと，教
育課程の実施に必要な人的又は物的
な体制を確保するとともにその改善を
図っていくことなどを通して，教育課程
に基づき組織的かつ計画的に各学校
の教育活動の質の向上を図っていくこと
（以下「カリキュラム・マネジメント」とい
う。）に努めるものとする。

新しい時代に必要となる資質・能力の育成と、学習評価の充実

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成

生きて働く知識・技能の習得

何ができるようになるか

新しい時代に必要となる資質・能力を踏まえた
教科・科目等の新設や目標・内容の見直し

何を学ぶか

主体的・対話的で深い学びの視点からの
学習過程の改善

どのように学ぶか

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、社会と連携・協働しながら、

未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む「社会に開かれた教育課程」の実現

各学校における「カリキュラム・マネジメント」の実現

（小学校学習指導要領 第１章 総則 第１の４）
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①教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を

教科等横断的な視点で組み立てていくこと

②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと

③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保

するとともにその改善を図っていくこと

「カリキュラム・マネジメント」の
３つの側面

児童生徒や学校、地域の実態を
適切に把握しておくことが大切

これらの「３つの側面」を手だてとしながら、

教育課程に基づき組織的かつ計画的に
各学校の教育活動の質の向上を

図っていくことが重要

“カリキュラム・マネジメント”って何だろう？

（１）「学校の教育目標」と「教育課程」はつながっているか
（２）「教育課程」と「授業」はつながっているか
（３）「学校の教育目標」、「教育課程」、「授業」は、児童生徒、

地域、学校の実態に応じたものになっているか
・目標や内容等は妥当か ・人的・物的体制に無理はないか

POINT

それぞれのつながりを意識して、
俯瞰的に捉えることが大切です

©2014
大阪府もずやん

「木を見て、森を見ず」
になっていませんか？
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“カリキュラム・マネジメント”って何だろう？

POINT

学校の教育目標と教育課程を
つなぐことについては、「各学校の
教育目標と教育課程の編成」とし
て学習指導要領解説にこのように
示されている。

（１）「学校の教育目標」と「教育課程」はつながっているか
～「学校の教育目標」と「教育課程」をつなぐ～

小学校学習指導要領解説 「各学校の教育目標と教育課程の編成」

･･･各学校において教育目標を設定する際には、次のような点を踏まえることが重要となる。

（１）法律及び学習指導要領に定められた目的や目標を前提とするものであること。

（２）教育委員会の規則、方針等に従っていること。

（３）学校として育成を目指す資質・能力が明確であること。

（４）学校や地域の実態等に即したものであること。

（５）教育的価値が高く、継続的な実践が可能なものであること。

（６）評価が可能な具体性を有すること。

仮に自校の教育目標を問い直す際には、例えば、次のような観点が考えられる。

ア 自校の児童生徒、地域の実態に即し、自校の児童生徒や教員にとって必要感のある

教育的な価値を有するものになっているか

イ 育成をめざす資質・能力が明確であり、評価可能な具体性を有したものとなっているか

ウ 学校の教育目標のめざすところや、その実現に向けた手だてが教職員間で共有され

継続的に実施できる持続可能性を伴ったものとなっているか

令和２年度小学校及び中学校各教科等教育課程研究協議会 総則部会 配付資料をもとに作成

例：学校のグランドデザインや
学校経営方針、教育課程編成
の方針等
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“カリキュラム・マネジメント”って何だろう？

POINT

Actionにある「教員による指導の
改善」とは、すなわち、「主体的・対
話的で深い学びの視点からの授業
改善」のことである。

このことからもカリキュラム・マネジメ
ントと主体的・対話的で深い学びは
ともに重なり合っているといえる。

（２）「教育課程」と「授業」はつながっているか
～「教育課程」と「教育活動（授業）」をつなぐ～

学習指導要領等に従い、児童生徒や
地域の実態を踏まえて編成した
教育課程の下で各種指導計画を作成

学校全体として
教育活動の

質の向上・授業改善

各種指導計画に基づく
教育活動・授業を展開

日々の授業の下で
児童生徒の学習状況を評価

評価結果を以下のような改善
に生かす

・児童生徒の学習の改善
・教員による指導の改善
・学校全体としての教育課程の改善
・校務分掌を含めた組織運営等の改善

Plan

Do

Check

Action
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“カリキュラム・マネジメント”って何だろう？

POINT

これまで、どの学校でも、左図に示したような
様々な諸計画を作成してきたが、これらの諸
計画のつながりが有機的なものになるように
その改善を考えていくことは大切である。

（２）「教育課程」と「授業」はつながっているか
～「諸計画のつながり」を改善する～

学校全体として
教育活動の

質の向上・授業改善

Plan

Do

Check

Action

学校のグランドデザイン
学校経営方針 教育課程編成の方針

各種全体計画

学年・教科等の
各種指導計画

○○○学校
グランドデザイン
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“カリキュラム・マネジメント”って何だろう？

POINT（３）「学校の教育目標」、「教育課程」、「授業」は、
児童生徒、地域、学校の実態に応じたものになっているか

小学校学習指導要領 第１章 総則
第５ 学校運営上の留意事項
１ 教育課程の改善と学校評価等
ア …各学校が行う学校評価については、教育課程の編成、実施、改善が教育活動や学校運営の中核と
なることを踏まえ、カリキュラム・マネジメントと関連付けながら実施するよう留意するものとする。

令和２年度小学校及び中学校各教科等教育課程研究協議会 総則部会 配付資料をもとに作成

小学校学習指導要領 解説 総則編 第３章 第５節 １．①

カリキュラム・マネジメントは、本解説第３章第１節の４において示すように、学校教育に関わる様々な取組を、
教育課程を中心に据えて組織的かつ計画的に実施し、教育活動の質の向上につなげていくものである。

学校教育法

第42条 小学校は、文部科学大臣の定めるところにより当該小学校の教育活動その他の学校運営の状況について評価
を行い、その結果に基づき学校運営の改善を図るため必要な措置を講じることにより、その教育水準の向上に努めな
ければならない。

～学校評価との関連を図り、改善の切り口や重点を精査する～



カリキュラム・マネジメント Q&Aインデックス

カリキュラム・マネジメント調査研究校が
実践を進めるにあたって、苦労したことや
実感したことについて、Q&A形式で質問
にお答えします。

それぞれのQ&Aで触れられている取組
み内容の詳細については、第２章に示さ
れていますので、該当する学校のページを
ご覧いただくとより理解が深まると思います
ので、是非ご活用ください。
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カリキュラム・マネジメントに
取り組むにあたって、まず何から
始めたらよいのでしょうか？

・本校ではまず、児童の実態を把握し、学校教育目標や
めざす子ども像をベースに児童につけたい力を絞り込むこと
から始めました。つけたい力が決まった後、その力をつける
ために、各教科でどんな学習活動を行うか、どの学習をつ
なげるかを考えながら、年間計画を決定していきました。

（枚方市立招提小学校）

・まず、児童の様子をみたり、アンケートをとったりすることで児童
の現状をつかみました。また、校内
研修を行い、ＫＪ法を活用して
意見を出し合い、教員全体で、
今までの取組みや児童の課題を
共有し、方向性を確認しました。

（熊取町立西小学校）

単元まとめテスト等を採点・分析したり、児童生徒アンケートの結果
から課題を見取ったりして、データに基づいて客観的に実態を把握する
ことから始めてみましょう。
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学校全体でカリキュラム・
マネジメントの取組みを
進めるためにはどうすれば
よいのでしょうか？

・本校では、まず１つの学年で集中的に取り組むことから始め
ました。カリキュラム・マネジメントを進め、生徒の学びをコーディ
ネートしたことで、子どもの様子が変化しました。その学びの変
容を見取り、校内へ発信したことで、カリキュラム・マネジメント
の必要性が学校全体に広がりました。また、学校として生徒が
つけるべき力を明確に定めることも有効でした。

（枚方市立第一中学校）

・単元を通じて子どもにつけたい力と、そのための手だてを全教員
が参加する事前研で共有するとともに、取組みの成果や課題、
現在の取組みのようすを、研修通信を発行して共有することで、
方向性や取組みを学校全体に広げました。

（和泉市立信太小学校）

カリキュラム・マネジメントQ&Aインデックス

管理職や研究主任だけがマネジメントを進めるのではなく、
チーム学校として、学校に関わる全ての人で取り組んでいき
ましょう。管理職や研究主任のリーダーシップのもと、担任・
担任外・支援担・専科教員・事務職員等の区別なく、全て
の教職員、スタッフが、めざすべき子どもの姿の実現に向けて、
教育活動をマネジメントしていきましょう。
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カリマネ表（単元配列表）を
作ることのメリットは何ですか？

学校の教育計画を俯瞰的に見ることができ、教科の系統性
や他教科とのつながり、他学年とのつながりを意識し、学習内
容と関連づけて指導できるようになりました。その結果、既習事
項を活用したり、他教科の学びとつなげたりしながら、学びを深
める子どもたちの姿が見られました。

（熊取町立西小学校）

カリキュラム・マネジメントQ&Aインデックス

関連のある内容で単元を
つないではいるのですが、成果が
感じられないのはなぜでしょうか？

関連する単元をつなげることだけが目的になってしまって
いることも考えられたので、学校教育目標やめざす子ども像
に迫るために、教科等の関連を生かすということを改めて確
認し合いました。また、取組みの成果を明らかにするために、
まずは取組みの評価規準や判断基準を具体化することから
始めると効果的でした。

（摂津市立摂津小学校）

年間指導計画表に、教科等の関連を生かした指導の計画や、
C評価の子どもへの手だてや改善点を記録し、次年度に引き継
いでいくことも大切です。また、前年度の担当者と一緒に計画を
立てたり、学期ごとに計画を見直したりするなど、校内研修の持
ち方を工夫するとよいでしょう。
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ＰＤＣＡのＣ（Check）
機能を向上させるために、
どんなことを行いましたか？

カリキュラム・マネジメントQ&Aインデックス

真に必要な評価項目・指標を精選して設定するなど、
重点化を図り評価をしていくことも大切です。網羅的で
項目数の多い指標は、単なる数値の羅列になりがちです。
“評価のための評価”になってしまっていませんか？

校内研究授業後の討議会において、ゴールを明確にし、
授業で見取った子どもたちの姿をもとに討議するようにしました。
また、つけたい力が子どもたちについたかどうか見取るために、
単元末アンケートや力だめし問題等を実施し、check（検証）
を行いました。

（和泉市立北池田小学校）

学校全体として

教育活動の
質の向上・授業改善

Plan

Do

Check

Action
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地域人材を有効に活用する
には、どのように連携したらよい
のでしょうか？

カリキュラム・マネジメントQ&Aインデックス

○○○○○○

まずは、「地域を知ること」からです。地域の人的・物的資源を
どのように捉え、把握し、つながっていくのがカギになります。子ども
たちが地域の方々と出会い、自然・文化・環境等にふれ合い、
そのために必要な教育の内容等を、教科等横断的な視点で組
み立ててきました。

また、地域の方々との普段のお付き合いから新たな発見があり
ます。発見の中から魅力的な取組みが生まれます。地域の方々
は「子どもたちのために何かしてあげたい」と思っています。そのため
には、学校も地域に情報発信をしていくことが大切です。

大学・企業・行政などとつながるチャンスもあります。日頃から、
子どもたちのために学習できる環境はないかとアンテナを張って、
積極的に求めていくことが大切です。「子どもたちにこんな力をつ
けたい！」という思いを共有して、めざす子ども像を一緒に考えて
進めていくことで、効果的な連携につながっています。

（岬町立深日小学校）

学校の「思い」が強すぎて、地域・保護者のニーズに合って
いない…ということはありませんか？地域・保護者の願いをふ
まえた「めざす子ども像」をみんなで共有しながら、カリキュラ
ム・マネジメントの実現を図ることが大切です。

学習発表会では、地域の方と一緒に、
一年間の取組みを劇にして発表しました。
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カリキュラム・マネジメントに
取り組んでよかったことは？

・ＰＤＣＡサイクルを確立し、校内研究体制の充実を図る
ことで、教員が子どもたちの姿を通して校内研究の意義や効
果を実感できたことです。その結果、全ての学級で授業改善
の視点に基づいた授業を積み重ねていくことができるようにな
りました。

・教職員全体で課題を共有することにより、取組み等の改善を
図るためのコミュニケーションが増え、協力して歩んでいくことがで
きるようになったことです。学習指導においても、他の教科等との
つながりを意識して、効果的に取り組めるようになりました。

カリキュラム・マネジメントQ&Aインデックス

国語と算数のこの単元
で取り組んでみようか。



カリキュラム・マネジメントの実現に向けた
実践事例とその工夫について

カリキュラム・マネジメントの３つの側面を通して、
教育活動の質の向上を図ろう

＜留意点＞
●本文中の二次元コードより、各種資料がダウンロードできます。各校の実態に合わせて加工しても構いませんが、学校HPに掲載する等、データの再配布は
しないでください。

●各校において、本章に掲載された資料を活用いただく際に、資料を作成した当該校に問い合わせをしたり、使用許諾を求めたりする必要はありません。

第２章

「カリキュラム・マネジメント」の３つの側面

第２章では、上記①～③の側面に沿って実践された取組みを、調査研究校ごとにまとめています。
各校の実態や課題に合った取組みを参考にして、カリキュラム・マネジメントの実現を図りましょう。

①摂津市立摂津小学校／枚方市立招提小学校

枚方市立第一中学校／熊取町立西小学校

②和泉市立北池田小学校／和泉市立信太小学校

③岬町立深日小学校

①教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を

教科等横断的な視点で組み立てていくこと

②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと

③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保

するとともにその改善を図っていくこと



主体的に考え、高め合う子どもの育成
～子ども理解を基盤に、つながりに気づく学びをめざして～

摂津市立摂津小学校

1

なぜ取組みを進める必要があったのか（実態・背景）

●書く力をさらに高めるために、教科等との関連を生かした指導が必要だと感じていた。
●全職員でベクトルをそろえ、主体的に高め合いながら研究を進めたかった。
●各学年の取組みのよさを全体で共有し、活かし合うことに課題が見られた。

●カリキュラム・マネジメントを支える環境整備
●「めざす子ども像」の再設定
●評価規準を児童に分かる言葉で具体化
●教科等横断的な指導に重点を置いた研修や研究授業、PDCAサイクルによる取組み

どのように変容したか（学校・保護者・地域等）

どのように取組みを進めたか（取組みの概要）

●年間を見通してカリキュラムを編成したり、指導時数を意識して学習計画を立てたりすること
ができるようになった。

●ＰＤＣＡサイクルへの意識が高まり、校内研修や日々の学年会の持ち方が変化した。
●各学年で、既習事項や教科等との関連に目を向け、学習指導要領に立ち戻りながら教材を
研究し、創意工夫を凝らした取組みが活発に行われた。

●授業アンケートで、「新しい学習をするときに、これまでに学習したことや他の教科などで
学習したことが役に立った。」と解答する児童が約87％になった。

●児童が相手意識や目的意識を持って学び、学んだことをアウトプットする力を高めることが
できた。

●地域の人的・物的資源を積極的に活用した取組みが進んだ。また、継続的な取組みを進めるた
めに、取組み内容や連絡先等を学年ごとに一覧表に整理することができた。



2摂津市立摂津小学校

主体的に考え、高め合う子どもの育成～子ども理解を基盤に、つながりに気づく学びをめざして～
摂津市立摂津小学校

１．カリキュラム・マネジメントを支えるための環境整備

（１）学校体制の見直し （３）カリキュラム表の改訂

（２）指導時数の見直しと学習時間の確保 （４）朝のモジュール授業の実施

２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン

（１）めざす子ども像の見直し （５）評価規準の具体化

（２）教科等横断的な指導についての研修 （６）カリキュラムの評価⇒改善⇒次学期のカリキュラムの見直し

（３）「めざす子ども像」に迫るための具体的な手立て （７）人・モノの活用

（４）学習指導案の見直し

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践

（１）既習事項や体験活動を生かし、書く力を高めるための取組み【第１・３学年】

（２）既習の言語活動を生かして、学びを深めるための取組み【第２学年】

（３）総合的な学習を柱に、他教科等との関連を生かした取組み【第４・５学年】

（４）他教科で学習したことを活用して学びを深める取組み【第２学年】

（５）重点目標を設定し、それに迫るための教科等横断的な指導【第６学年】

４．カリキュラム・マネジメント研究による成果と課題

（１）教師の意識改革 （４）学年団での研究の活性化（７０人力）

（２）教科等とのつながりを意識した授業づくりによる成果 （５）今後の課題

（３）カリキュラム表の改定、時数の見直しによる成果



１．カリキュラム・マネジメントを支えるための環境整備

34学級という大所帯を支えるために、学校体制を見直し、新たに教務部を設けた。教務部は、学校全体に目を向け、
１年間のカリキュラムを見通しながら、提案をしたり各学年をつないだりする役割を担った。また、教務部の中に「研究推進・
学力向上委員会」を置き、各学級の意見を吸い上げ、機動力を発揮できるようにした。さらに、校内研究の中心となってみ
んなをひっぱるプロジェクトチームを結成した。

3

（１）学校体制の見直し

教務部が環境整備をし、研究推進
委員会が各学年をまとめ、研究をリード
する。 学年団では、研究を生かしてカリ
キュラムを作成し、学級担任などは、そ
れを実践する授業力をつける。このよう
に、それぞれの立場から、カリキュラム・マ
ネジメントを進めた。
そして、まずは私たち自身が研究テー
マである「主体的に学び高め合う」教職
員集団になろうと、『70人力』をスローガ
ンに掲げ、子どもたちのために、１人ひと
りが力を発揮し、高め合うことをめざした。

摂津市立摂津小学校



１年間を見通したカリキュラム作成
と学習時間の確保のために、まずは本
校の年間指導計画や指導時数を見
直すことから始めた。これまで、何にどの
くらいの時間をかけていたかを洗い出し、
１つの表にまとめながら、行事に多くの
時間をかけ過ぎていたこと、カット時数
が多すぎたことなどを改善していった。そ
して、各学年の月ごとの指導時数を明
らかにし、カリキュラムを作成したり、見
通しを持って指導を行ったりすることに
役立てた。

また、予定時数と実施時数を比較で
きるような本校独自の時数集計表を
作成し、実施状況を月ごとに全職員
に示すことで、各学年が、時数管理を
しながら学習計画を見直すことができ
るようにした。

4

（２）指導時数の見直しと学習時間の確保

摂津市立摂津小学校１．カリキュラム・マネジメントを支えるための環境整備

〔時数集計表〕



教科等横断的な指導に役立てるために、カリキュ
ラム表を改訂した。これまでは、学習内容を大きな
まとまりで記していたが、学習内容がわかるような単
元名に変更したり、教科書の単元名を全て記した
りすることによって、１年間を見通し、他教科との関
連を考えることができるようになった。また、学期ごと
にカリキュラムを評価し改善するなど、PDCAサイク
ルでの取り組みに役立てることができた。さらに、単
元の配列とともに時数を示すことで、月当たりの授
業時数を踏まえながら、学習計画を立て、時数を
管理できるようになった。

5

（３）カリキュラム表の改訂

摂津市立摂津小学校

（４）朝のモジュール授業の実施

外国語の導入に伴って週当たりの授業時数を増やすのでは
なく、モジュール授業によって時数を確保し、これまでと同じ週
２９コマで行うことに取り組んだ。無理なく計画的に取り組め
るように、行事等がなく児童が落ち着いて朝の学習に取り組め
る週を考え、18週分を年間予定に位置付けた。

１．カリキュラム・マネジメントを支えるための環境整備



２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン

本校の実態に合った取組みを進めていくために、
まずは、本校の児童の「強み」と「課題」を全職員
で十分に出し合い、新学習指導要領に示された
「育成すべき資質・能力の三つの柱」に沿って、『め
ざす子ども像』を設定し直した。

【実施時期：５月】

6

（１）めざす子ども像の見直し

摂津市立摂津小学校



教科等横断的な指導に取り組む中で、
既習事項や教科等と「つなげる」ことが
目的になってしまう傾向があった。そこで、
カリキュラム・マネジメントについて繰り返
し研修し、

○「めざす子ども像」や各教科の目標に
迫るために、カリキュラムをデザインする
こと。

○児童の実態を踏まえ、授業のゴール
イメージやねらいを明確に持ち、それを
児童と共有すること。

○「つながり」を生かした学習計画を立
てるだけでなく、それを評価し、改善点
を見つけ、授業改善に役立てていくこと。

など、教科等横断的な指導のねらいや
カリキュラム・マネジメントの進め方につい
て確認し合いながら、取組みを進めた。
【実施時期：８月】

7

（２）教科等横断的な指導についての研修

摂津市立摂津小学校２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン



「つながり」を生かした指導の効果を高めるために、その手立てについての研修を行った。

8

（３）「めざす子ども像」に迫るための具体的な手立て

摂津市立摂津小学校

【手立て】

①まずは教師がつながりを意識する

②児童がつながりを意識できるようにする

・「見通し」「ふりかえり」の場の設定、改善

・ノートの活用

③つながりの「見える化」

・学習で使えそうなツールの掲示

・学習計画の掲示

・児童の作品やふりかえり等、

学習の成果の掲示

④活用する場の設定 ⇒ 次ページへ

２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン
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④活用する場の設定

・生活に生かす…学習と生活を意図的につなげた学習計画

生活とのつながり考える場の設定

・学習に生かす…他教科や行事等との関連を生かした学習計画

既習事項や他教科等における学びと関連付ける場の設定

「見通し」「ふりかえり」の場の工夫

・学びのアウトプット…調べたことを実践できる場や環境づくり

学んだことを伝える相手の設定

新聞、パンフレット、ポスター等の作成

他の人に発表する活動の設定

グループによる学び合い

【手立て】

２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン

学んだことのアウトプットを、つながりを生かした指導
のゴールに設定することによって、児童が相手意識
や目的意識を持って学習に取組み、「書く」「説明
する」「グループで相談する」などの言語活動が活発
に行われるようになった。また、下級生に説明するた
めに、子どもたちがアイデアを出し合ったり、何度も練
習したりする姿を見て、教員から「これが主体的に
取り組むってことなんだと思った」という声が聞かれた。



研究テーマや「めざす子ども像」により
迫るために、「つながり」を生かした授
業デザインを学習指導案に明記する
ことにした。このことにより、何をめざして
授業をデザインするのかを意識したり、
このデザインをもとに成果や課題を評
価し合ったりできるようになった。

【実施時期：７月】

10

（４）学習指導案の見直し

摂津市立摂津小学校

授業デザイン計画シート

２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン
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（５）評価規準の具体化

「めざす子ども像」や各教科の目標に迫るために、評価規準を
児童に分かる言葉で具体化することに取り組んだ。この取組み
により、教員自身が、児童の実態や各単元の目標、指導の系
統などを踏まえたゴールイメージを明確に持つことをめざした。ま
た、児童とめざすゴールを共有することにより、児童が主体的に
学習に取り組み、自らの学びをふりかえったり、評価したりするこ
とに役立てられるようにした。 【研修時期：８月】

２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン

・教員自身が、単元目標や指導の系統をより具体
的に捉えることができた。
・児童の実態を評価規準に取り入れることができた。
・既習事項や他教科との関連を踏まえて目標を設定
することができた。
・児童とめざすゴールを共有することができ、学習への
意欲を高めることにつながった。
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（６）カリキュラムの評価⇒改善⇒次学期のカリキュラムの見直し

学期ごとに、児童の姿から「つながりを生かした取組み（カリキュラム）」を振り
返り、「ここがよかった」「こうすりゃよかった」と意見を出し合いながら「成果と課
題」を明らかにした。
また、前年度の学年担任とともに次学期のカリキュラムの見直しを行い、各単
元の学習内容をイメージしたり、前年度の成果を生かしたりできるようにした。

【実施時期：毎学期末】

２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン



13摂津市立摂津小学校２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン

・学期ごとに指導計画を見直
すことによって、より児童の実
態を踏まえた計画に改善する
ことができた。

・学期末に次の学期の見通し
を持つことができ、長期休業
中の教材研究に役立った。

・前年度の担任と一緒に計画
を立てることによって、初めて担
当する学年の学習内容のイ
メージを持つことができた。
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（７）人・モノの活用

児童の「主体的で深い学び」
のために、体験活動や外部講
師による授業などを積極的に取
り入れた。

また、これまでに活用していた
地域の人的・物的資源について、
学年ごとに、「学習の実施時期」
「単元や学習内容」「地域の資
源」「協力を依頼する窓口」など
を整理し、一覧表にまとめること
で、さらに積極的に活用できるよ
うにした。

２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン



３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践

15摂津市立摂津小学校

（１）既習事項や体験活動を生かし、書く力を高めるための取組み【第１・３学年】

国語科「うみのかくれんぼ」は、「問い-答え」を繰
り返す説明形式を学び、生き物について調べたこと
を事柄の順序等に気をつけながら、文を書く力を
高めることを目標としている。児童が主体的に学習
に取り組むことをめざして、この学習に特別活動
「秋の遠足」を関連付け、水族館で出会った生き
物について調べて生き物図鑑をつくることを学習の
ゴールに設定した。

また、国語科「くちばし」
（説明文）で「問い-答
え」の形式を学習したこと
を生かせるように、既習
事項を想起しながら学習
を展開したり、ワークシー
トを工夫したりするなどの
手立てを講じた。



16摂津市立摂津小学校

国語科「よく見て書こう」では、音楽科「すてきなおと」、特別活動「音楽会」との関連を図り、身近な楽器の音のおもしろさ
を感じながら、知らせたいものに対する愛着を書く意欲につなげることをめざした。また、５つの観点で書く材料を集め、整理
しながら文章を書く学習を、生活科の観察活動に生かし、同じ形式のワークシートを活用しながら、５つの観点で題材をよ
く観察することに繰り返し取り組んだ。これらの学習の積み重ねと系統的な指導により、書く題材を詳しく調べて文章を書く
力を高めることをめざした。

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践



17摂津市立摂津小学校

国語科「食べ物のひみつを教えます」は、題材として選択した食材が
どのように「すがたをかえる」のかという、変化の仕方（おいしく食べる工
夫）と変化の広がり（食品の種類）を説明する文章を書くことをねら
いとしている。児童が、食品が加工されている様子を想像することは容
易ではないため、社会科「昔の道具とくらし」と関連付け、大豆からきな
こになる過程を実際に体験した。このことにより、「食材」「おいしく食べる
工夫」「食品」という観点をより理解し、すがたを変えていく様子を思考
ツールに分類することに役立てることができた。

また、国語科「気になる記号」（書くこと）との系統的な指導により、
前学年から使用していた「作文のたねカード」（書く題材を集める観
点を示したカード）を継続的に活用するとともに、それを整理・分類
するための新たな思考ツールについて学習し、自分の考えをまとめる
力を高めることをめざした。

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践



18摂津市立摂津小学校

（２）既習の言語活動を生かして、学びを深めるための取組み【第２学年】

生活科「せっつ子どもゆうびんきょくをひらこう」
では、郵便局見学を生かし、実際に郵便局員
になって働くことにより、身近な社会等を自分と
の関わりで捉え、自分自身や自分の生活につ
いて考えたり表現したりすることをめざした。

そこで、国語科の５つの観点で書く題材を集
め、「はじめ・中・終わり」の構成で文章をまとめ
る学習を生かし、気付きカードやふりかえり文を
書きながら、気付いたことを自覚するための取組
みを重視した。

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践



19摂津市立摂津小学校

また、国語科「あったらいいな、こんなもの」で学習した話し方、聞き方、話し合い方
などを生かし、一人ひとりの気付きを表現することによって確かなものにするとともに、交
流することで他の児童と共有し、新たなことに気付いたり、様々な気付きを関連付け
たりできるようにした。

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践



20摂津市立摂津小学校

（３）総合的な学習を柱に、他教科等との関連を生かした取組み【第４・５学年】

総合的な学習「ノーマライゼーション」では、点字
や車椅子、アイマスクの体験活動を生かし、自分
で課題を決めて調べ学習を行ったり、国語科や社
会科で学習したことを相互に関連付けながら、自
分の考えを持ち、他の人に発信したりする学習を
行った。社会科「安全なくらしとまちづくり」では、
ノーマライゼーションの観点からまちづくりの工夫を
考え、自分の考えを深めたり広げたりできるように
した。また、国語科「だれもが関わり合えるように」
では、理由や事例を挙げながら筋道を立てて説
明する方法を学び、自分の考えの発信に役立て
た。

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践

 

 

【第４学年】総合的な学習『ノーマライゼーション』－国語科『だれもが関わり合えるように』－社会科『安全なくらしとまちづくり』 

① 「つながり」を生かした授業デザイン 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【第４学年】 総合的な学習を柱に、他教科等との関連を生かした取組み 



21摂津市立摂津小学校

総合的な学習「キャリア教育」では、自分で課題を
決め、ゲストティーチャーからの講話をもとに収集した
知識や情報から自分の考えを持ち、相手に伝わるス
ピーチをすることをゴールに設定した。

そこで、国語科と総合的な学習の時間のスパイラル
学習により、相手の意図を捉えたり、箇条書きでメモ
したりしながら話を聞き、事実と感想、意見とを区別し
ながら話の構成を考えることを通して、自分の考えを
確かなものにしたり、他の人のスピーチから考えを深め
たりできるようにした。

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践



22摂津市立摂津小学校３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践



 

【第5学年】総合的な学習『防災教育』－理科『流れる水のはたらき』－国語科『百年後のふるさとを守る』 

① 「つながり」を生かした授業デザイン 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【第５学年】総合的な学習を柱に、他教科等との関連を生かした取組み 

23摂津市立摂津小学校３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践

【児童の声】

・理科で学習した災害をくわしく調べて、
被害を防ぐ方法があることがわかった。

・調べたことを低学年に伝えるために、伝
える内容や新聞の書き方を工夫できた。



24摂津市立摂津小学校

（４）他教科で学習したことを活用して学びを深める取組み【第２学年】

国語科の５つの観点で書く材料を集める学習を生活科の観察活動に
生かすために、同じワークシートを使用するなどの手立てを講じ、学んだこ
とを活用していることに児童自身が気付けるようにした。また、算数「長さ」
の学習を生かし、ミニトマトの成長をものさしで長さを計って調べることにも
取り組み、学んだことを生かせる楽しさを味わえるようにした。

国語科「スイミー」における場面の様子や登場人物の気持ちを読み取
る学習を生かし、想像力を働かせながら海の中の世界を絵に表現するこ
とに取り組んだ。国語科「スイミー」の学習と並行して図画工作科の作品
づくりに取り組んだことで、読みの深まりとともに海の生き物がどんどん増え
ていき、教室に「スイミーの世界」が広がっていった。

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践



25摂津市立摂津小学校

（５）重点目標を設定し、それに迫るための教科等横断的な指導【第6学年】

第６学年の児童のよさや課題から、様々な立場や視点か
ら物事を多面的・多角的に見たり、考えたりしながら、自分に
できることを行動に移す力を高めることを学年の目標とし、
「視点にこだわりを持って！」「Action！」の２つを合い言葉
に、年間のカリキュラムを作成した。

総合的な学習「マイクロアグレッション」では、社会科「憲法
とわたしたちの暮らし」と関連付け、外国の人々の視点に立っ
て、日本の選挙制度や暮らしを考える学習に取り組んだ。

また、総合的な学習「防災教育」では、社会科「災害から
わたしたちを守る政治」や総合的な学習「マイクロアグレッショ
ン」との関連を図り、どのような立場の人々の視点に立って考

えるかを明らかにし、
身近な災害や防災に
ついての調べ学習を
行った。
また、考えをまとめ、
ワールド・カフェの形式
で意見交換をし、自
分の視野を広げたり
考えを深めたりするこ
とに役立てた。

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践



26摂津市立摂津小学校

国語科「私たちにできること」では、新型コロナ
ウイルス感染対策のために行事が中止となったり、
行動が制限されたりする中で、自分たちにできる
ことを考え、学校への提案書を書くことに取り組
んだ。

総合的な学習では、「Action!」をテーマに、
国語科で作成した提案書を他の学年に発信し
た。また、提案書が役立っていたのかを分析し、
最高学年としての自分たちができることを改めて
考えるなど、PDCAサイクルを意識した取組みを
進めた。他学年の児童や教職員からのリアクショ
ンボードを設置し、自分たちの実践の評価に役
立てることにも取り組んだ。

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践



４．カリキュラム・マネジメント研究による成果と課題

カリキュラム・マネジメントの研修を通して、教員自身の学習指導に
対する意識が変化したと言える。

27

（１）教員の意識改革

摂津市立摂津小学校

〇新学習指導要領について研修し、学んだことを生かしてカリキュラム・
マネジメントに取り組むことで、「単元の学習内容を身に付けさせる」と
いう考えから、めざす子ども像をふまえ、「児童が何ができるようになるこ
とをめざすのか」という考えで、教材研究をすることができるようになった。

〇１つの教科や単元で指導するのではなく、他教科等の学習を生か
して指導することが効果的であると共通理解でき、積極的に教科等横
断的な指導に取り組むことができた。

〇つながりを生かすために既習事項を想起させたり、単元のゴールを児
童と共有するためにめあての提示の仕方や学習の見通しを持たせるた
めの掲示物の活用したりすることに、意識的に取り組むことができた。

〇各教科の目標をより理解する必要性を感じ、学習指導要領に立ち
戻りながら教材研究を行うようになった。

４．カリキュラム・マネジメント研究による成果と課題



研究テーマである「主体的に学び、高め合う児童の育成」をめざし、各学年で、児童の実態や身に付けたい力について
話し合い、創意工夫を凝らした取組みが活発に行われた。

また、既習事項や他教科等とのつながりを生かすことで、児童が「～したい」と高い意欲をもって取り組む姿勢が多く見ら
れるようになり、特に、学んだことや考えたことをアウトプットする力を高めることができた。

28

（２）教科等とのつながりを意識した授業づくりによる成果

摂津市立摂津小学校

さらに、授業アンケートでは、
「新しい学習をするときに、これ
までに学習したことや他の教科
などで学習したことが役に立っ
たか。」という問いに対し、「そう
思う」と解答する児童が１
０％増加し、５７％となった。
「自分の書いたものをもう一度
見たい。」と既習事項とつなげ
ようとしたり、「〇〇の授業と似
てる」「つながってる」「次に
○○に役立てたい」と、他教
科等との関連を意識したりす
る姿が多く見られるようになった。

４．カリキュラム・マネジメント研究による成果と課題



教科間や行事と教科等の関連が明確化され、授業が計画しやすくなった。また、どの単元を関連づけるかを考えることで、
見通しを持って学期ごとの学習計画を立てることができた。
さらに、予定時数を明らかにし、指導時数を意識しながら指導を行うことができるようになったことで、新型コロナウイルス感
染症の影響によるカリキュラム変更にも柔軟に対応でき、児童の加重負担にならないように計画的に学習を行うことができた。

29

（３）カリキュラム表の改定、時数の見直しによる成果

摂津市立摂津小学校

（４）学年団での研究の活性化（７０人力）

各学年団で、「児童がもっと主体的に取り組めるように
したい。」「○○に気づかせたい。」「○○な力をつけたい」
と話し合い、教科書の内容に止まらず、既習事項や他
教科等との関連に目を向け、創意工夫を凝らした取組
みが活発に行われた。また、誰もが「つながり」を生かした
学習計画を作成できるようになろうと、取組みごとに提案
者を変え、これまでの実践を生かせるように支援するなど、
学年団で支え合い、成長し合おうとする姿が見られた。

４．カリキュラム・マネジメント研究による成果と課題



30

（５）今後の課題

摂津市立摂津小学校

◇ＰＤＣＡサイクルによる取組みによって、計画だけでなく、評価したり改善策を考えたりすることが重要であると共通
理解できた。児童の姿からカリキュラムや手立てを評価するための観点や方法をより明らかにすることで、教師も児童も
成果や課題を実感しながら研究を進められるようにしたい。

◇既習事項や他教科等のつながりを生かすために、各教科の目標への理解を深め、「何を学び、何ができるようにな
ればよいのか」、「次の単元でどのように生かせればよいのか」というゴールを明確にして授業をデザインしていきたい。

◇教師の考える学習の『ねらい』が、児童の「○○したい」「○○できるようになりたい」という思いの込もった『めあて』に
なるようにすることが、主体的・対話的で深い学びをつくりだすために重要であると共通理解できた。ひとりひとりの教職
員の子どもを理解する力を高めるとともに、「○○したい」という思いを引き出すための手立てや、「○○したい」を実現す
るためのスキルについての研究をより進めていきたい。

◇各学年のＰＤＣＡサイクルによる取組みが、学校全体の研究を大きく前進させることができた。その一方で、各学
年任せになってしまうことが多く、それぞれの学年の成果を生かしたり、支援し合ったりすることが十分ではなかった。学年
間の交流や「見える化」の取組みをさらに進め、それぞれの成果や課題を生かし合い、高め合うことに引き続き取り組ん
でいきたい。

４．カリキュラム・マネジメント研究による成果と課題



1

国語科を軸とした教科等横断的な視点での
カリキュラム・マネジメントを通して、

子どもたちの言語能力の育成を図る

枚方市立招提小学校

なぜ取組みを進める必要があったのか（実態・背景）

●児童の言語能力(特に、話す力・聞く力)に課題
●国語科で学んだ言語能力を他教科や日常生活でも繰り返し使い、児童の言語能力を育成する
必要があった。→カリキュラム・マネジメントの視点の必要性

●国語科を中心とし、他教科でも言語能力育成の機会を設けるために、年間単元配列表を
一年間の計画をもとに立てた。

●児童の言語能力の進捗状況を年間単元配列表を用いて振り返り、
「何ができて」「何がまだできていないのか」をはっきりさせ、こまめに活動の見直しを
図った。(小さなＰＤＣＡサイクルを回す)

●教職員一人一人が自主的に実践を進められるよう、
「教職員みんなで学び、学んだことをみんなで実践する」スタイルで研究を進めた。

どのように取組みを進めたか（取組みの概要）

どのように変容したか（学校・保護者・地域等）

●教職員一人ひとりが学校全体を見通して教育活動が行えるようになった。
●子ども自身が意識して、国語科と他教科で学んだことをつなげ、身につけた力を
いろいろな場面で活用するようになった。

●地域の方から、「招提小の子どもたちの成長」に関する声を多く聞くようになった。



2枚方市立招提小学校

国語科を軸とした教科等横断的な視点でのカリキュラム・マネジメントを通して
子どもたちの言語能力の育成を図る 枚方市立招提小学校

１．はじめに

（１）本校の児童の実態

（２）子どもの実態を踏まえた研究テーマの焦点化－国語科の学びを他教科等に「つなげる」－

２．研究の概要 －教職員のベクトルを揃えていくための取組み－

（１）最初のつまずき －年間単元配列表の使い方－

（２）ＰＤＣＡの見直し －小さなＰＤＣＡサイクルを繰り返す視点－

（３）「みんなで学び、みんなで実践」の職員室文化を創る

３．子どもにとっての成果と課題

（１）教科等横断的単元の学習と子どもの変容

（２）今後の課題

４．カリキュラム・マネジメント研究による成果と課題

（１）児童アンケートから見た成果と課題

（２）次年度に向けて



１．はじめに

本校はこれまで、枚方市の「体力向上」にかかる研究指定校として、体育科の授業研究を進めてきた。その中で、チーム
の作戦を立てたり、アドバイスをし合ったりする「思考・判断・表現」の活動の際に、「チームメイトの話を最後まで聞けない」こ
とや、「自分の考えた作戦やアドバイスをうまく伝えられない」ことなどが授業中に見受けられ、児童の言語能力（特に、話す
力・聞く力）に課題があることが分かった。また、生徒指導面から見ても、休み時間など日常生活において、コミュニケーショ
ンのやり取りの仕方が原因で児童同士がトラブルになることも非常に多かった。
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（１）本校児童の実態

枚方市立招提小学校

（２）子どもの実態を踏まえた研究テーマの焦点化－国語科の学びを他教科等に「つなげる」－

児童の言語能力向上を図るため、研究教科を体育科から国語科に移し、初年度は「話す力・聞く力」の育成に取り組ん
だ。京都女子大学の水戸部修治教授を招聘し、国語科の授業改善に取り組む中で、「言語能力の育成には、児童の実
態を踏まえた質の高い言語活動を行うこと」と「授業の中で学んだことを繰り返し使い、自分で活用できるようにすること」が
大切だと学んだ。また、文部科学省のカリキュラム・マネジメントアドバイザーである大阪教育大学の田村知子教授の研修
でも、「教科等横断的な視点で、教科と教科、単元と単元をつなげ、学びを活用する機会を作る必要性」を学んだ。

本校の教育活動において、国語科で学んだ言語能力を、国語科はもとより、他教科や日常生活でも繰り返し使うことで、
児童の言語能力を育成することが重要課題となった。「１教科を基に他教科へ」の考えで、国語科の授業改善とカリキュラ
ム・マネジメントの視点を結び付けて研究を行うこととなった。



２．研究の概要 －教職員のベクトルを揃えていくための取組み－

「国語科を中心とし、他教科でも言語能力
育成の機会を設け、言語活動を繰り返し行う」
といった教科等横断的視点で学習活動を行う
ため、年間単元配列表をもとに、どの単元とど
の単元をつなげ、どんな学習活動を行うのか、
一年間の計画を立てる機会を持った。

ところが、実際に年間の活動を見てみると、ど
れも言語能力育成の機会に思えてきて、「どこ
まで学習活動をつなげていいのか分からず、つ
ながりの矢印だらけ」という状態や、「教科同士
をつなげることが目的になってしまい、何がした
かったのか目標を見失う」という状態になってし
まった。

そこで、先進的取組みを行う学校の視察に
行き、年間の学習活動の計画の立て方を学ん
だ。
（次ページ参照）

4

（１）最初のつまずき －年間単元配列表の使い方－

枚方市立招提小学校



－年間単元配列表の使い方：どうつなぐか－

①学校教育目標を確認し、児童の実態から「児童につけたい力」は何かを考える。

②「児童につけたい力」を各学年の児童の実態に合わせて、「具体的な姿」で表す。

③「つけたい力をつける」ために、「国語科で学んだことを他教科で使う」視点で、教科のつながりを探す。

5枚方市立招提小学校２．研究の概要 －教職員のベクトルを揃えていくための取組み－

①②③をもとに、年間単元配列表を
使い、年間の活動を整理し、「話す
力・聞く力を育成するためのカリ・マネ計
画表」を作成した。「つけたい力」と「め
ざす子どもの姿」を整理することで、闇
雲に教科同士・単元同士をつなげると
いう最初のつまずきを乗り越えることが
できた。（次ページ参照）

～系統立てて６年間で力をつける～

「話す力・聞く力」と言っても、イメージする「力」は人によってバラバラである。そこで、学習指導要領や児童の実態や課題と照らし合わせ
ながら、各学年で身につけたい「話す力・聞く力」を話し合って決めた。各学年での具体的な「めざす子どもの姿」を決めることで、目標を明
確にし、１年から６年まで系統立てて、力の育成に取り組むことができた。

基本を定着させ、着実に力をつけるために、「聞き方あいうえお」「話し方かきくけこ」を合言葉に、教室にカードを掲示し、授業内で折に
触れて指導した。掲示物を貼ったままにせず、活用し、系統立てて取り組むことで教育効果を上げた。（KICOCAカード・IOCAカード）



6枚方市立招提小学校２．研究の概要 －教職員のベクトルを揃えていくための取組み－

※年間単元配列表の配置の工夫

国語科の年間学習計画を真ん中に
配置し、他教科とのつながりを見や
すく、つなげやすくした。

Before

After



7枚方市立招提小学校２．研究の概要 －教職員のベクトルを揃えていくための取組み－

児童の言語能力育成に向けて、初年度は「話す力・聞く力」をつけたい力の柱に据え、研究に取り組んできた。児童の
授業での姿やアンケート結果、招提チャレンジ(学期末テスト)の結果から、一年間の取組みを通して「話す力・聞く力」が
徐々に身についてきたことが分かった。そこで、二年次は、一年次につけた「話す力・聞く力」をもとに、さらに対話する機会を
さまざまな教科で設定し、国語科を中心として「共有する力」の育成を他教科でも図ることとした。「話すことができる・聞くこ
とができる」という目標から、「聞いたり話したりする中で、自分や友だちの考えのよさやちがいに気づき、認め合うことができ
る」という目標へステップアップし、初年度の研究の上に二年目の研究を積み重ねることとした。

「話す力・聞く力」の育成から、「共有する力」の育成へ

「共有する力」とは、どのような力
なのか、全教職員で共通の意識
を持つために、学習指導要領や
児童の実態から、各学年での「つ
けたい力」「めざす子どもの姿」を
具体的に決め、育成を図った。

学習活動や指導に迷ったときは、
必ず「つけたい力」に立ち返るよう
意識した。



これまで年間単元配列表においては、年度当初に
計画（Plan）し、一年間を通して実施（Do）した
後、年度末に反省として評価（Check）し、次年
度に改善（Action）するという流れであった。

しかし、このPDCAサイクルの流れでは、年度末に反
省をする頃には、細かな記憶は朧気で、年度内に活
動を改善することはできなかった。

そこで、大きなPDCAサイクルの中に小さなPDCAサ
イクルを回していくことを大切にし、授業研究のＣ・Ａ
と同様、各学期ごとに、年間単元配列表を用いて
「カリ・マネ計画表」の進捗状況を振り返り、「つけたい
力」育成に向けて、「何ができて」「何がまだできていな
いのか」をはっきりさせ、こまめに活動の見直しを図った。
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（２）ＰＤＣＡの見直し －小さなＰＤＣＡサイクルを繰り返す視点－

枚方市立招提小学校２．研究の概要 －教職員のベクトルを揃えていくための取組み－

ブロック学年会【担任や支援担、専科で構成】で、
「カリ・マネ計画表」の進捗状況を振り返っている様子

国語と算数のこの単元で
取り組んでみようか。



－見直し後の評価（Check）と改善（Action）の場・時期－

9枚方市立招提小学校２．研究の概要 －教職員のベクトルを揃えていくための取組み－

定性的評価 ブロック学年会〔２学年担任＋支援担＋担外で構成〕を活用し、

①「カリ・マネ計画表」の進捗状況の確認（学期ごと）

②授業や実際に行った言語活動の取組みについて意見交流（月１回以上）

定量的評価 各学年で

①府作成「ことばのちから」を活用した
招提チャレンジ問題の実施（学期ごと）

②児童の言語能力に関する意識・学習状況
のアンケート（学期ごと）

定性的評価・定量的評価ともに、職員会議を活用し、
教職員全体で共有する場も必ず設けた。

特に、有効であった各学年の取り組みを紹介し、他の
学年にも広げ、全校で取り組むという意識を持つように
した。



学校全体の教育活動を、管理職や研究主任だけが見通すのではなく、カリキュラム・マネジメント研究を通して、教職員
一人ひとりが学校全体を見通して教育活動が行えるよう、ステップを踏んだ。

教職員一人ひとりが自主的に実践を進められるよう、「みんなで学び、学んだことをみんなで実践する」スタイルを採った。
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（３）「みんなで学び、みんなで実践」の職員室文化を創る

枚方市立招提小学校２．研究の概要 －教職員のベクトルを揃えていくための取組み－

－“みんなで学び、みんなで実践”スタイル－

①年度初めの研修で、課題意識を共有 「ここをがんばろう」

②みんなで実践し、学び合う

「みんなやっているから授業について相談しやすい」

③実践の共有

「“こうすればよかった”がわかるから“やってよかった”」



11枚方市立招提小学校２．研究の概要 －教職員のベクトルを揃えていくための取組み－

① 年度初めの研修で、課題意識を共有 「ここをがんばろう」

年度初めに研修を行うことで、「めざす子どもの姿」や「今、求められている授業」
について、教職員みんなで話し合ったり学び合ったりする機会を持つことができる。
年度初めという時期を逃さず捉え、最初にみんなで児童の課題を共有し、授業に
ついて語り合うことで、「めざす子どもの姿や授業」といったゴールのイメージを共有し
ながら、教職員一人一人が、「今年はここをがんばろう」と自分の中に課題意識を
持って、自主的に実践を進めるきっかけとなった。

「質の高い言語活動」についての学んだ際のキーワード

・学習者主体の授業

・つけたい力を明確にし、児童の実態に合わせた言語活動を設定する など

授業の指導ポイントを学んで、授業の
イメージが少しずつわかってきた。
めざす子ども像もハッキリと見えてきまし
た。単元のゴールはハッキリさせていても、
それをつなげられていないと感じていたとこ
ろなので、これから自ら本に手をのばし、
読みこなす子の育成をめざします！

“この話のここが好き”という気持ちで学習を
進められたら、とても楽しく国語の学習ができる
ことがよくイメージできました。学年ごとの指導
の発展についてもよくわかりました。

教職員の声 ～研修の振り返りより～



○「みんなで」授業づくり（夏季研修）

12枚方市立招提小学校２．研究の概要 －教職員のベクトルを揃えていくための取組み－

② みんなで実践し、学び合う 「みんなやっているから授業について相談しやすい」

○略案を持って、「みんなの」授業をみに行こう！（相互授業参観）

夏季研修

夏の研修に２学期の授業づくりを設定し、みんなで相談しながら授業の
準備を行った。

・学年を主としたグループで言語活動を設定し、単元を構想
・ワールドカフェ方式で、さまざまなグループの人と意見交流

「その言語活動は指導事項とぴったり？」
「その言語活動は学年の子どもにぴったり？」

相互授業参観

「みんなでやってみる」ことを大切にし、全教職員で年間１本
の授業を公開した。

・研究仮説の中から、「どこをがんばる」かを選んで略案作成
・授業公開日はカレンダーに載せ、わかりやすくお知らせ
・二年次はコロナ感染症対策や授業時数確保も兼ねて、
授業をビデオに撮り、放課後にビデオを見ながら授業研究
を行った。



13枚方市立招提小学校２．研究の概要 －教職員のベクトルを揃えていくための取組み－

② みんなで実践し、学び合う 「みんなやっているから授業について相談しやすい」

○「みんなで」学ぶ（先進校視察）

「みんなで」学び、「みんなで」授業について語り合う
中で、普段の職員室でも、自然と、子どもの姿や授
業での様子、言語活動や指導事項についての話題
がとびかうようになった。

授業でうまくいったことや、むずかしかったことなどを
放課後に自然と話ができる環境のおかげで、安心し
て授業に取り組むことができる。

「みんなが」授業を工夫して考え、準備しているの
で、職員室でアイデアをもらい、互いに刺激を受ける
ことができる。

○「みんなが」語れる研究協議
（マトリクス法と短冊法を用いて誰もが話せる場づくり）

・マトリクスを使うことで「何」について
話すのかがハッキリ！
・マトリクスに沿って一人一人語る
時間が必ず確保されている
・グループでの話し合いを短冊で端的に
可視化し、全体で共有しやすくする
→全体での協議に便利



・実践した言語活動の良かった点・改善点をミニ冊子で配付、ブロック学年会で意見交流

14枚方市立招提小学校２．研究の概要 －教職員のベクトルを揃えていくための取組み－

③ 実践の共有 「“こうすればよかった”がわかるから“やってよかった”」



15枚方市立招提小学校２．研究の概要 －教職員のベクトルを揃えていくための取組み－

③ 実践の共有 「“こうすればよかった”がわかるから“やってよかった”」

・「カリ・マネ計画表」を職員室に掲示し、「誰もが」「いつでも」、学校全体の教育活動を「見える化」

「見える化」の効果①

単元がつながる・教科がつながる
→全ての教科の活動を年間を
通して、いつでも確認できる！

→これまでの活動やこれまでに
身につけた力を頭に入れなが
ら、次の単元を計画すること
ができる！

→各教科を横断して単元計画
を立てやすい。

「見える化」の効果②

学年がつながる・全体がつながる
→自分が行っている教育活動
が学校全体の活動のどこを
担っているのか確認できる！

→各学年の目標を確認しながら
６年間を通して、つけたい力
をつけることができる！



16枚方市立招提小学校２．研究の概要 －教職員のベクトルを揃えていくための取組み－

③ 実践の共有 「“こうすればよかった”がわかるから“やってよかった”」 言語能力育成計画を資質・能力毎
に整理し直し、１年から６年まで見通
せる表「招提小オリジナル系統表」を
作成した。

（使用した学習用語や、評価方法も合わ
せてまとめ、指導しやすくなるように）

ミニ冊子の配付も「カリ・マネ計画表」も
オリジナル系統表も、学校全体で取り
組んできたことを整理し、都度「見える
化」して共有するためのもので、これらは
教職員一人一人が少しずつ取り組みを
進めてきた証でもある。

完成されたものではなく、みんなが取り
組んできた一歩一歩が、学校全体での
取り組みになり、子どもたちの成長へとつ
ながっていったことは大きな成果である。

（Excel版） （PDF版）



３．子どもにとっての成果と課題

教科等横断的単元を通して学習を重ねていく中で、子どもの学習
に対する意識が変わってきた。

17

（１）教科等横断的単元（※）の学習と子どもの変容

枚方市立招提小学校

－６年生の例－

国語科
『ヒロシマのうた』～戦争や平和について書かれた作品を読もう～

社会科
日中～太平洋戦争、戦争中の暮らしの様子を捉えよう

総合的な学習の時間
課題を見つけ、必要な情報を収集し、解決に向けて考えをまとめよう

【つけたい力】

本の読み聞かせを通して、戦争の恐ろしさや平和の大切さを、
下級生に伝えるために、友だちと意見や考えを共有し、平和に
対する自分の考えを広げ、深める。

※「教科等横断的単元」とは…

年間単元配列表やカリ・マネ
計画表を作成するなかで、教科
等横断的につながる学びを一つ
の“単元”として捉え、整理し直
したものです。



－子どもの変容－

①教員が意識して学びをつなげていた。

→子ども自身が意識して、学んだことをつなげ、身につけた力を
活用するようになった。

18枚方市立招提小学校３．子どもにとっての成果と課題

(子どもの声)

「社会科で戦争について学んだおかげで国語科の作品を
読み深められた。」
「国語科で資料の効果を学んだので、総合的な学習の
時間で、必要な情報の集め方がわかった。」

②学んだこと・身につけたことをつなげて、
課題解決に当たるプロセスを何度も経験
することで、子どもが主体的に課題に取
り組み、行動できるようになった。

(子どもの声)

「社会科で学んだこと以外にも知りたいこと
が出てきた。総合的な学習の時間でたくさん
調べることができたので、本の読み聞かせで、
想像力が高まり、気持ちを入れて朗読でき
た。」

上記のように、学習をつなげていく中で、
「何が身についたか」「何ができるように
なったか」が明確になり始め、振り返りの
記述にも多く見られるようになった。
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各学年、教科等横断的単元で学習を行うことで、教科で
切り離されていた学びがつながり、身につけた言語能力を活
用する機会は増えた。

しかし、児童アンケートや振り返りの記述において、「言語能
力が身についている」と児童の声が表れている学年にばらつき
が見られた。これは、児童への声かけ等を始めとした、児童の
メタ認知への働きかけの弱さや、言語能力活用の場面の頻
度の違いによるものと考えている。

そこで、今後は、「国語科で身につけた言語能力が他教科
でも活用できている場面」を逃さず捉え、児童に声かけするこ
とを授業中に意識して行い、振り返りの充実も図っていく。

また、「学んだこと」を画用紙にまとめ、教室掲示し、子ども
の目に触れるようにすることで、児童の学びを蓄積＆見える化
し、「児童自身が学習で身につけた力を自覚し、意識して力
を活用できる」一助とする。

さらに、家庭学習や自主学習をいかして、子ども自ら学びを
マネジメントし、活用できる機会を増やしていきたい。

（２）今後の課題



４．研究の成果と課題
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（１）児童アンケートから見た成果と課題

枚方市立招提小学校

令和2年 ７月

令和2年 11月

令和元年６月から令和２年11月の間に、学期に
一度ずつ児童アンケートを行って、結果を分析し、授
業改善に役立てている。

国語科を中心として、各教科等横断的に言語能力
を育成し、対話を重視した結果、今年の研究テーマに
掲げためざす子ども像「対話を通して、よさやちがいを
認め合う子」に近づいてきた。

成果

令和２年度の児童アンケートの結果より、「3.話し
合いの中で友だちの良さに気づいたことがある」の項
目では、肯定的回答が70％台から80～90％台へと
伸びてきた。



21枚方市立招提小学校４．研究の成果と課題

一方で、「授業の中で、友だちと話し合う
活動を通じて、自分の考えを広げたり、深め
たりすることができていると思いますか。」の項
目では、肯定的回答は７月と比べて少しず
つ上昇しているものの、学年によるばらつきが
見られる。

研究テーマのめざす子ども像「気づきを深
め合える子」の育成に関しては、授業改善
の余地があると考えられる。

改善策としては、話し合い活動では、意
見の理由や根拠まで互いに聞くようにし、友
だちの考えからの気づきが増えるように授業
を考えていきたい。また、ふり返りを充実させ、
友だちの意見を聞いて「自分がどのように変
わったか」や、「友だちの意見で取り入れられ
そうなもの」を考えて書くように、全学年で指
導に当たりたい。

課題

令和2年 ７月

令和2年 11月



22枚方市立招提小学校４．研究の成果と課題

二年間、国語科を軸として教科等横断的な視点でカリキュラム・マネジメントを行い、子どもたちの言語能力育成に
取り組んできた。今後は、二年間の研究で育てた力を土台にし、国語科の授業改善を継続しつつ、さらに子どもたちが
自ら学びをマネジメントし、言語能力を身につけていけるように活用の場を見直すことが重要と考えている。

言語能力育成の活用の場として

・国語科と総合的な学習の時間との関連の見直し

・国語科と行事の関連の見直し から行っていきたい。

子どもたちの交流の場や活躍の場を増やし、互いに学び合うことのよさや、さまざまな場面での気づきを得られるように
来年度の指導計画を立てていく必要がある。

（２）次年度に向けて



1

総合的な学習の時間を軸としたカリキュラム・マネジメント

～生徒の資質・能力の教科等横断的な育成～

枚方市立第一中学校

なぜ取組みを進める必要があったのか（実態・背景）

●「自分にはよいところがあると思う」（全国学力・学習状況調査 生徒質問紙）に対する肯定的評価
の割合が２年間で10pt減少していた。

●自分の意見を発信することにためらいがあり、意見の交流場面に対して難しさを感じていた。
●生徒の自己肯定感が下降傾向にあることが本校の大きな課題として捉え、日々の教育活動をとおして
自己肯定感を高めていくことを取組みの中心に据えた。

●初年度は取組みのターゲットを３年生に絞り、総合的な学習の時間を軸として生徒の学びをコー
ディネートし、２年次に全学年で取組みをスタートした。

●学校全体の取組みとする際、グランドデザインを作成することで、教職員の意識を統一し、教科の
壁を超える仕掛けを作った。

●グランドデザインで示した資質・能力を身につけるために年間計画を見直し、授業改善を推進した。

どのように取組みを進めたか（取組みの概要）

●職員は身につけるべき資質・能力を意識した授業計画をつくることで、学校全体の取組みへと深まった。
●生徒は共に学ぶ姿勢が身につき、積極的な意見交換ができるようになり、「話し合う活動」に関す
るアンケートの強い肯定回答が、14.7pt上昇した。

●他者の意見と自分の意見の違いに気付き、多角的な視点で課題を捉えようとするようになった。
●学校アンケート（保護者）における「先生は子どもの意見や考えを大切にしている」の項目で肯定
回答が12.7pt上昇した。

どのように変容したか（学校・保護者・地域等）



2枚方市立第一中学校

総合的な学習の時間を軸としたカリキュラム・マネジメント～生徒の資質・能力の教科等横断的な育成～

枚方市立第一中学校

１．令和元年度（研究初年度）の取組み

（１）研究の概要

（２）３年生の取組みを起点に

（３）３年生の取組みを学校全体の取組みへ

（４）生徒・保護者への発信

２．２年次の取組み～逆算した計画と教科等横断的な視点～

（１）全学年で取組みをスタート

（２）具体的な取組み～１年生～今後の課題

３．次年度に向けて

（１）２年間の成果と課題



１．令和元年度（研究初年度）の取組み

○本校の教育目標

「考える 思いやる たくましく生きる」

○生徒の実態

外部の有識者（関西外国語大学 坂本暢章教授）の助言に基づき、各種アンケートから本校の課題を洗い出し、
特に生徒の自己肯定感が下降傾向にあることが本校の大きな課題として捉え、日々の教育活動をとおして自己肯定感
を高めていくことを取組みの中心に据えた。

3

（１）研究の概要

○研究テーマ
学習の基盤となる資質・能力の育成に向け、総合的な学習の時間を軸とし、教科等横断的に組織として教育課程を
編成することで、
①自信をもって学べる子どもの育成
②「表現力（＝聞いて考えたことを自分の言葉で説明する力）」・「コミュニケーション力（＝多様な考え方を持つ人
に対し、自分の意見を臆せずに言えて合意形成を図る力）」の育成
③主体的・対話的な学びの実現による学力向上

○研究仮説
グループで納得解を出させたり、他者の考えを参考にしたりしたくなるような課題や問いを工夫することで、安心して自分の
考えを話すことができる学習環境をつくり、自己肯定感を高めることができる。

枚方市立第一中学校

「自分にはよいところがあると思う」
（全国学力・学習状況調査 生徒質問紙）に対する肯定的評価の割合

H29 72.1％（本校） 70.7％（全国） 【+1.4pt】

H30 77.7％（本校） 78.8％（全国） 【-1.1pt】

R01 62.6％（本校） 74.1％（全国） 【-11.5pt】



○ねらいを絞る

研究初年度は３年生をターゲットに取組みを推進していくこと
とした。総合的な学習の時間を柱として、教科のつながりを学年
会で確認し、効果的に生徒の資質・能力を育成していく計画を
立てた。具体な目標として、「２学期末に、自分達が調べた内
容について自信を持って発表すること」とし、「表現力」「コミュニ
ケーション力」を教科等横断的に育成していくことをめざした。

4

（２）3年生の取組みを起点に

○学習形態・学習環境の整備
４人班を基本とした学習形態を推進し、考えたアイデアを書き出す
ことができるよう、各班に１枚のホワイトボード（45×60）を設置した。
例えば、道徳では「家族がドナーカードを記入せずに脳死したときどうす
るか？」（指導案・ワークシートは次ページ参照）などの課題設定を
工夫することで、ホワイトボードに自分の意見を書いたり、班で意見を
まとめたりする仕掛けを作りだし、他者の意見を聞きたくなる発問の工
夫を推進することができた。この発問では、生徒が家庭内に議論の場
を移すなどし、多角的な視点を取り入れようと主体的に学びを進めるこ
とができた。
このように、生徒が主体性を持ち、学びの場を学校だけでなく家庭に
も持つことで、保護者に対する学校アンケート（5件法）の結果では、
多くの項目で肯定的な回答の割合が上昇した。（右グラフ参照）

枚方市立第一中学校１．令和元年度（研究初年度）の取組み



5枚方市立第一中学校１．令和元年度（研究初年度）の取組み

ワークシート

指導案データ



○教科等横断的な視点で、資質・能力、知識・技能をつなぐ

本校では、教科間の内容をつなぐだけでなく、資質・能力や必要とされる知識・技能、学習
技法をつないでいくことを重視した。

国語科では、記述内容から読み取れることを班で協力してホワイトボードにマトリックスでまと
めたり、数学では活用問題の解説をホワイトボードにまとめて説明したり、理科では実験をする
前に今までの知識を使って、実験結果の予想とその根拠を各班がホワイトボードにまとめて発
表したりした。

6

○初年度の成果
２学期末には体育館で保護者も交え、全員がポスターにまとめた資料を発表し、自分の見解を述べ、他者からの質問にも自分の
考えを織り交ぜて返答することができた。また振り返りでは「新しい疑問を発見したのでさらに探究したい」などの記述があった。
研究初年度の取組みにより、生徒の主体性が育ち、自分の意見に自信を持って発言し、他者の意見にも誠実に向かい合える生
徒集団となった。生徒の年間の振り返りでは、総合的な学習の時間や道徳についての内容記述が多く、「もっと上手く説明したい」
「高校でも探究活動を続けたい」など前向きな姿勢が伺えた。特に、自我を出すことが苦手であった生徒が「先生たちの授業のおかけ
で、自分の意見を言うことが楽しいと気づくことができた」という振り返りを書いたことは、これまでの取組みの１つの大きな成果であると
考えられる。教員はこれらの成果を実感し、「１年生の頃からこの取組みをすればさらに力がつく」という自信をもって、次年度の取組
みを練ることができた。

枚方市立第一中学校１．令和元年度（研究初年度）の取組み

このように、総合的な学習の時間だけでなく、道徳を含めた全教科が４人班の交流を基本とし、意見を出したくなるような発問の
工夫をしたり、理由や根拠を記述させたりし、その意見や記述に対して双方向のやりとりを促し、生徒がこれらの力を使って、自信を
持ってプレゼンテーションができるようにした。このような経過をたどり、生徒は、班学習や発表時に自分の意見を言え、意見の相違が
あったとしても、他者と合意形成ができるようになった。



○学校のグランドデザインを作成する

学校全体のベクトルを揃えるため、取組みを推進する「明確な
根拠」を作ることとした。管理職のリーダーシップのもと、教職員
全員で卒業までにつけるべき資質・能力を策定する「学校のグ
ランドデザイン」を作成した。その目標と資質・能力は教育目標
に基づき、「自ら課題を見つけ、学んだこと、経験したことを生か
して課題解決することができる」「自分自身で考えを持ち、他者
と意見交流することで考えを広げ、深めることができる」の２点と
した。

研究初年度は３年生をターゲットに取組みを推進していくこと
とした。総合的な学習の時間を柱として、教科のつながりを学年
会で確認し、効果的に生徒の資質・能力を育成していく計画を
立てた。具体な目標として、「２学期末に、自分達が調べた内
容について自信を持って発表すること」とし、「表現力」「コミュニ
ケーション力」を教科等横断的に育成していくことをめざした。

7

（３）3年生の取組みを学校全体の取組みへ

枚方市立第一中学校１．令和元年度（研究初年度）の取組み



○具体的場面の設定

力を発揮する場面を具体化するため、各
学年で各学期にどのような資質・能力を
身につけるのかを明確化した総合的な学
習の時間の計画を作成して共有した。
SDGsを題材として、「３年生で調べたこ
とと自分の考え」をプレゼンテーション形式
で発表し、さらに「行動として実践していく
こと」をゴールとし、教職員が資質・能力の
具体的なイメージを持てるようにした。

○巻き込む力

本校では見直しや新しい取組みについ
て、教員からの肯定的な意見が大半を
占め、「子どものためならやろう」「まずは
やってみよう」「前向きな意見は応援しよ
う」という雰囲気がある。そして、研究指
定を受ける前と比べて、取組みが決定さ
れてからのスピード感が増してきている。こ
れも、生徒の育成するべき資質・能力が
明記された「グランドデザイン」という同じ
目標を持ち、教職員の判断基準が明確
になったことが影響していると考えられる。

8枚方市立第一中学校１．令和元年度（研究初年度）の取組み

１年生

２年生

３年生



9枚方市立第一中学校１．令和元年度（研究初年度）の取組み

○総合的な学習の時間３か年計画

総合的な学習の時間において、各学年、
各学期でつけたい資質・能力を明確にし、つ
けた力を発揮する場面や授業内容をまとめ、
全職員で共有し、教科等横断的に生徒の
力をつけることができた。

この計画に基づき、各学年の総合的な学
習の時間担当者（学習・学力向上部）が
案を作成し、学年会などで、その学年の生徒
がより主体性を発揮できるような発問や課題
の工夫を練り直したりした。

複数の職員が一緒に発問や課題を練り上
げることで、教科の壁を越えて議論を進める
ことができ、職員の貴重な生きた研修の場に
もなった。

また、新型コロナウィルスに係る計画の変更
においては、「この計画に示した『つけたい資
質・能力』をつけるためになにができるか」とい
う幹があるため、授業内容の変更があったと
しても、職員の視点はぶれることがなかった。



新学習指導要領の実施に向け、本校でも授業改善を進めているが、保護者
から、「なぜ班学習なのか」「板書を中心とした授業に戻してほしい」などの意見を
いただくことがあった。

そこで、学校のグランドデザインを生徒・保護者へ公表し、「学力向上の取り組
みNEWS」を新たに発行して、グランドデザインの意味や、なぜ授業が変わるのか
を生徒・保護者へ発信し、ホームページで公表することとした。この「学力向上の
取り組みNEWS」では、ICT機器の導入や学習スタイルの変化など、生徒・保
護者の疑問に答えていけるよう定期的に発信していくこととしている。

10

（４）生徒・保護者への発信

枚方市立第一中学校１．令和元年度（研究初年度）の取組み

学校の情報を積極的に
発信していくことで、保護
者に対する学校アンケート
では次のような変化が出て
おり、成果を見とることがで
きたことからも、来年度以
降もこの取組みを継続し
ていく価値を見出している。



２．2年次の取組み～逆算した計画と教科等横断的な視点～

○生徒・教職員のベクトルを揃える

全生徒が同じ目標へ向かうことを目的とし、全学年で「総合的な学習
の時間」を通して、これからの時代を生きていくうえでつけたい力について
明確に示した、共通の「総合開き資料」を使い、全担任が同じ説明を
全生徒にした。生徒にも「３年生で力を発揮する場面」を具体的に示
すことで、生徒全員が“３年生で調べたことと自分の考えをプレゼンテー
ション形式で発表し、さらに行動として実践していくこと”という「ゴール」を
見据えることができた。

○校務分掌の役割

全学年で総合的な学習の時間を充実させ、学校のグランドデザインで
示した資質・能力を育成するため、学習・学力向上部では週に１回の
部会で、各学年の取組みを共有し、進捗状況を確認したり、総合的な
学習の時間の計画を練り直したりした。また、相互参観授業週間を学
期に１回定め、他の教科でどのような取組みをしているのか実際に目に
する機会を作り、教職員が互いに刺激を受けながら、授業を改善してい
けるように工夫している。（右図は相互参観用の授業参観シート）

11

（１）全学年で取組みをスタート

枚方市立第一中学校



○取組みの「見える化」

年間単元配列表を職員室内に掲示し、どの教科がいつ、
どのような資質・能力や技能を育成したのかを「見える化」し
た。この取組みにより、教職員は「〇〇でもこの力を使うよ」
と教科間のつながりについて、生徒に声をかけられるようなり、
教科が結びつきはじめ、生徒は授業中に「この前家庭科で
もやった！」と教科間のつながりを見つけられるようになった。

また、異動により新しく着任した教職員は、課題解決や意
見交流を班でスムーズに取り組む生徒の姿を見て「様々な
教科で力をつけているからできることだ」と本校の取組みの進
捗を感じている。

教職員の総括では、「各教科で連携して取組みをすすめ
たため、効果的に力を育成することができた。来年度も継続
していきたい。」「班学習をはじめとする様々な学び方や表現
方法を複数教科で学び、そして結びつけることで、生徒が力
を発揮できた」などの声があがっている。

12枚方市立第一中学校２．2年次の取組み～逆算した計画と教科等横断的な視点～



○１年生の目標

１年生の１学期の総合的な学習の時間では、まず、①SDGsに
ついて知ること、②探究的な学習方法を理解する、の２点から取
組みを始めた。また、力を発揮する場面は、班で協力して説明資
料を作成し、ポスターセッションをワールドカフェ方式で実施し、全員
が自分たちの考えを説明することとした。

○目標を見据えた計画

１年生の総合的な学習の時間第１期の計画は６月から９月
中旬までの３ヶ月半の計画で、この計画に基づき、各教科が授業
において育成した資質・能力を、どのように総合的な学習の時間に
つなげることができるのか、職員室内の単元計画表に書き込んでい
くことで、効果的に生徒の力をつけていく工夫をした。
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（２）具体的な取組み～１年生～

枚方市立第一中学校２．2年次の取組み～逆算した計画と教科等横断的な視点～

1年生総合
学習計画

1年生総合
ワークシート



○教科のつながり

例えば国語の「空中ブランコ乗りのキキ」では
「キキの考えと自分の考え、仲間の考えとの違い
を知ろう」という発問から、「他者の意見と自分の
意見の違い」について多角的な視点を持たせた。
英語ではスピーチテストの前に、「伝わりやすいス
ピーチはどんなスピーチだろう」と生徒に考えさせ
互いに気付き合える場面を作ったり、数学では
活用問題を班で協力して解決し、ホワイトボード
に、他者にわかりやすい説明資料を作成して、
全員が発表したりする機会を継続して持つなど、
発表時に必要な技能を、教科でつけるべき資
質・能力と関連付けながら、学習をすすめていく
ことを意識した。

また、学習技法でも生徒の学びをつなげた。生
徒の課題を共有し、つけるべき力を明確にして、
発表する力を協働的につけることを目的に、ワー
ルドカフェ方式や、各自が責任を持って学び輝く
場面を創出するためのジグソー学習を複数教科
で学習指導要領に則りながら取り入れ、生徒が
より円滑に学べる環境を作り出した。

14枚方市立第一中学校２．2年次の取組み～逆算した計画と教科等横断的な視点～



９月の総合的な学習の時間のポスターセッションの発表では、全生徒が自信をもって取り組むことができた。特に、様々な
教科で「資料を作成して説明する取組み」が生徒の自信や向上心につながっていた。そして班員全員が説明できるように、
生徒たちは協働して学びを進めることができた。この経過が、仲間の説明を聴く姿勢にも好影響を及ぼし、温かい雰囲気を
作り出すことができていた。生徒のふり返りでは「〇班のグラフの説明がわかりやすかった。次はグラフだけではなく、説明も記
入したい。」「仮定に対する自分たちの結論が弱かった。つぎは仮定と結論をつなげたい。」などと記入していた。すでに次の
目標を定めていることからも、生徒にとって良い学習のスパイラルに入っている。

15枚方市立第一中学校２．2年次の取組み～逆算した計画と教科等横断的な視点～



○取組みの進捗を見取る

生徒の力は「伸びている」と多くの教職員が「感じる」ことがで
きた。学校自己診断アンケート項目「先生は、生徒の意見や
考えを大切にしてくれる」の肯定的回答が、63.4％から
70.9％に上昇したことからも、取組みの成果を見取ることが
できた。しかし、もっと正確にこの取組みの成果や課題を数値
としてふり返ることで、さらに本校の取組みを推進できるのでは
ないかと考えた。

そこで令和２年度からは、年度当初と学期末にアンケート
を実施し、強い肯定の数値を取組みの成果として見取ること
とした。このアンケート内容を集約し、学年会で共有することで、
今後の展望や対策を練ることにつながった。１年生では実際
に、全５問中４問の強い肯定回答が入学当初から12月に
かけて上昇し、特に「中学校に入学してから、話し合う活動を
通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができてい
たと思いますか」の項目では、入学当初から比べ14.7pt上昇
した。この結果は、職員にとって大きな励みになると共に、自
信にもつながった。今後もアンケートを定期的に取り、取組み
の進捗を丁寧に見取ることで、カリキュラム・マネジメントを学
校の「文化」に落とし込み、異動者を含めたくさんの職員が協
力できる環境を作り出していきたい。

16枚方市立第一中学校２．2年次の取組み～逆算した計画と教科等横断的な視点～



３．次年度に向けて

○「大人が変われば子どもが変わる。子どもが変われば大人が変わる。」

２年間の本校の大きな成果は生徒の様子に変化があったことである。１年めは「自信を持って、自分の意見を言うことが
できない」「意見をぶつけ合うことができない」などの課題が多く見られた。しかし、「自分の意見」を言う機会を教科等横断
的に持ち続け、「自分の考えに間違いなんてない」と言い続けることで、生徒は安心して意見を出せるようになり、意見を出
す必要性を感じることができた。指導方法を工夫すれば、子どもの力は伸ばすことができ、「できない」ことも「できる」ようにな
ることを目の当たりにすることができた。そして、「大人（教員）の指導方法が変われば子ども（生徒）が変わる。そして、
子どもが変われば大人も変わる。」という成功体験をもとに、２年次の取組みを力強く推進することができた。大人同士で
気づき合えることも、子どもから気づかされることも多々あった。たくさんの人を巻き込めば巻き込むほど、多くの変化が現れる
可能性を秘めている。これからもできるだけたくさんの人を巻き込み、学校の取組みが深化していくことをめざすつもりである。

○教科の壁を超える

道徳や総合的な学習の時間の授業について、より考えが巡るような主発問を学年全体で協議することで、各教科の授
業が生徒に主体性を持たせるよう改善されることは大きな発見であった。たくさんの教職員が関わる総合的な学習の時間を
軸として、各教科内の活動内容がより生徒主体のものへと変化し、つけたい資質・能力を意識するようになった。教科の壁
を越え、授業の主体が生徒へと移り変わっていく過程を本校が歩んでいるように感じる。

17

（１）２年間の成果と課題
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○既存の取組みの見直し

学校のグランドデザインに基づく
授業改善を進める中で、学校の
既存の取組みの見直しも加速し
た。グランドデザインで示した生徒
につける資質・能力と合致させるた
めに、朝読書のあり方や、修学旅
行を含む校外学習についても見
直しを図り、「何を身につけ、何を
学ぶのか」「3年間でどう系統立て
るのか」という視点で議論を交わす
ことができている。また、生徒が主
体的に学校を変えようとする力も
芽生えだし、例えば生徒会を通じ
て「テスト範囲の公表時期を早め
てもらい、計画的に学習を進めた
い」という要望を叶えることができた。

18枚方市立第一中学校３．次年度に向けて



○数値としての成果

前述のアンケート結果のとおり、５項目中４項目で強い肯定的な回答が上昇しており、取組みの成果が伺える。しかしな
がら、本校の取組みの成果をアンケート数値で見取るには、取組みが途中段階であるため、分析しきれているとは言えない。
この取組みを継続し、一過性のものではなく、経年比較や同一集団比較までできるよう、学校の「文化」にまで落とし込むこ
とが本校の課題である。

○最後に

カリキュラム・マネジメントの研究を進めることで、学校全体のビジョンや「つけたい資質・能力」を明確にし、教職員・生徒が
同じベクトルで取組みを推進することができた。教職員や教科が各々で生徒の力をつけるのではなく、計画的に組織的に力
をつけることで、生徒は力をより効果的に身につけることができている。生徒が自己肯定感をもって学び続けられるよう、この
取組みを継続し、本校の文化としていきたい。

19枚方市立第一中学校３．次年度に向けて



1

「食に関する指導」を通じて
家庭・地域とつながる西小っ子

熊取町立西小学校

なぜ取組みを進める必要があったのか（実態・背景）

●児童の「食」に対する意識は低く、偏食や野菜嫌いが見られる。
●学校で「食に関する指導」を行ってきたが、独立した取組みになりがちであった。
●「食に関する指導」を効果的に進めるための研究が必要であった。

●アンケートにより児童の実態を把握したり、実践の検証を行い、学校全体で課題と実践を共有する。
●発達段階に応じた系統的な指導計画を立案する。
●各学年において単元配列表を用いて教科横断的な視点でつながりを意識し、授業計画を立てる。
●地域の環境や人的資源を活用し、体験学習等を通して児童の学びを深める。

どのように取組みを進めたか（取組みの概要）

●児童の「食」に対する意識が高まり、「食」を通して人とつながったり、今までの学びや
日常生活等と結びつけて考えたりする姿が見られるようになった。

●教職員は「食に関する指導」と各教科とのつながりを意識して授業改善に取り組むように
なった。

●教職員同士が「食に関する指導」を通してつながり、学校全体で成果や課題を共有し、
改善につなげられるようになった。

●各教科においても、系統性や教科横断的な視点をもって指導計画を作成するようになった。

どのように変容したか（学校・保護者・地域等）



2熊取町立西小学校

「食に関する指導」を通じて家庭・地域とつながる西小っ子
熊取町立西小学校

１．全教職員による共通理解と協働

（１）カリキュラム・マネジメントの基盤としての教職員の共通理解

（２）カリマネ表(単元配列表)の作成と活用

２．具体的な授業実践

（１）教科横断的な視点でのつながりを意識した実践

（２）地域の環境や人的資源を活用した体験学習の実践

（３）系統性や既習事項とのつながりを意識した授業実践

（４）教科指導への広がり

３．成果と今後について

（１）児童の変容

（２）教職員の変容

（３）成果・課題と今後に向けて



１．全教職員による共通理解と協働

本校では、従来より地域の資源を活用し、さまざまな食に関する学習や体験的学習等に取り組んできた。しかしながら、
それぞれの取組みが単発になりがちであった。また、全国学力学習状況調査における朝食摂取状況では平均を下回るな
ど、児童の食に対する意識の低さが見られる状況であった。そこで、「食に関する教育において、教科横断的な視点に立
ち、全体計画と関連づけながら効果的な指導を行う」ことをテーマに研究を行うことにした。

3

（１）カリキュラム・マネジメントの基盤としての教職員の共通理解

「食」に関する学習は、家庭科の内容の中で取り上げられるが、「食に関する指導」の目標については、家庭科の教育課程
の中だけで達成できるものではなく、学校の教育活動全体を通して計画的、継続的に取り組み、達成していくことが期待され
ている。また、取組みの内容に関しては、家庭や地域との連携が必要になる場合も多くなる。それらの特性を踏まえ効果的に
指導を行うには学校全体、各学年の年間指導計画を俯瞰的に捉え、いつ、どの教科・領域で、どんな「食に関する指導」を
行うかを検討する必要があった。

熊取町立西小学校１．全教職員による共通理解と協働

カリキュラム・マネジメントの実現には、学校の教育活動の現状に対する問題意識を全教職員が共有したうえでの「協働」が
不可欠である。そこで、「カリマネ表（単元配列表）」を作成し、これまでの「食に関する指導」の実践について各教科・領域
とのつながりを捉えることにした。



研究開始当初は、教職員がどのような視点で、どのように研究を進めていくかをイメージできない状況であったため、身近
な課題に着目し取組みを進めた。

大阪教育大学の田村先生をお招きした研修会において、児童の実態やアンケート調査の結果をもとにして、ＫＪ法を用
いて課題を整理し、「児童の偏食、特に野菜ぎらいの児童が多い」ことを取り上げ、各学年の取組み目標を検討する機会
をもった。その際、以下の４つのポイントを踏まえて、各学年の取組み目標を策定した。

4熊取町立西小学校１．全教職員による共通理解と協働

①各学年の取組みを理解し、発達段階に応じた系統的
な指導計画にすること

②バランスよく食べること、特に野菜を見たり、育てたりし
て、野菜を身近に感じられるように取り組むこと

③周りに田畑が多くあり、作物を育てている地域の方々
がたくさんおられることを生かして、作物を育てる喜びや
工夫、苦労などを聞かせていただくことにより、食物の大
切さを理解させ感謝の気持ちを育むこと

④食育は家庭と切っても切れない関係にあり、生活環
境や価値観については、家庭によりさまざまである。した
がって、食育を進めていく上で、家庭との協力は不可欠
であること

【ポイント】
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学年 目 標

1年 野菜の名前を覚えて野菜に親しませる

2年
自分たちで育てた野菜を工夫して調理し、
野菜嫌いの子どもを減らす

3年
畑で働く方の工夫や苦労を知り、生産に
かかわる人々への感謝の気持ちを育てる

4年
食事のマナーアップを図る（食事マナーと
学力の関係性を意識して）

5年
交流（保護者、地域等）を進め、感謝の
気持ちを深め、よりおいしく食事をとる

6年
食事のマナーの向上と楽しさを味わい、
修学旅行で仲間との親交を深める

【表１】 「野菜ぎらい」を切り口とした各学年の取り組み目標

１．全教職員による共通理解と協働



6熊取町立西小学校

第２回目の研修会では、武庫川女子大学の
藤本勇二先生をお招きし、第１回研修会で検
討した「食育は育てる、作る、食べる」という切り
口からだけではなく、環境問題、食品ロスの問題
等からのアプローチもあることを再確認した。食に
関わるさまざまな課題を明らかにすることにより、
「食の安全」や「命の尊さ」、「健康なからだづくり」
への広がりなど、他教科や領域との関連性や発
達段階（学年）に応じた取組みのあり方が、よ
り鮮明になった。

実際に令和2年度の取組みについては4年生
で、食品ロスの問題を自分たちにできる環境問
題と捉え、給食の残食を減らす取組みが行われ、
委員会活動ではアルミ缶や古紙を集める取組み
の意識の向上につながっていった。

このように、カリキュラム・マネジメントを意識した
取組みを進めることを通して、日常的に教科横
断的な実践を行っていたことに気づき、教職員が
共通理解をし、組織的、計画的に進めることが、
教育の質の向上につながることが実感できた。

１．全教職員による共通理解と協働



これらの取組みを経て、「カリマネ表」を
作成した。作成するにあたっては、以下の
点について配慮した。

7

（２）カリマネ表(単元配列表)の作成と活用

熊取町立西小学校１．全教職員による共通理解と協働

①「カリマネ表」作成の目的は、学校
教育目標を実現することにある。教職
員一人ひとりが、今までの実践してき
た取組みをベースとしつつも、その取組
みの意義や目的、さらには実施時期
を意識することによって、内容を精査し
たり、学年の実態にあった内容に変え
たりする。

②それぞれの取組み等を教科横断的
な視点でつなげ、「見える化」する。

③全学年の取組みを縦のつながりで
意識する。ブロックを組み立てるよう
に、学年の枠を越え、６年間を通して
系統立てながら考える。

【カリマネ表作成のポイント】



２．具体的な授業実践

P.５の【表１】の目標を踏まえ、「カリマネ表」を
活用して各学年で取組みを実践した。主な実践
例は【表２】の通りである。

8

（１）教科横断的な視点でのつながりを意識した実践

熊取町立西小学校２．具体的な授業実践

学年 取組み

1年生 栄養職員との連携による給食指導

2年生
自分たちで育てた野菜を工夫して調理、
活用した取組み

3年生
お店や畑で働く方の工夫や苦労を学び、
感謝の気持ちを育てる取組み

4年生
食品ロスについて学び、自分たちができる
ことにつなげる取組み

5年生
体験、交流（保護者、地域等）を通し
て、感謝の気持ちを深める取組み

6年生
調理実習や給食等を通じて食事のマナー
を向上させる取組み

【表２】 各学年の主な取組み

１年生：特別活動の時間を活用して、給食開始までに実際に使うお盆
やお皿を使って配膳の事前指導や、生活科の時間や給食の時
間を活用し、野菜のはたらきの指導を実施した。

３年生：社会科の学習でお店や畑で働く人の工夫や苦労を学び、社会
見学ではスーパーマーケットの見学や畑で働く人の話を聞くなど
実施した。

４年生：社会科の学習で「住みよいくらし」の単元の「ごみのしまつと活
用」について学習し、熊取町住民部産業振興課の協力を得て、
熊取町で推進されている４Ｒの取組みの中のリデュース（ごみ
を減らす）について食品ロスのことを学習した。

６年生：家庭科の調理実習を通して、家庭への感謝の気持ちを育み、
給食の時間や修学旅行での会食などでは、食事のマナーの向
上に取り組んだ。



【2年生】

①熊取町住民部産業振興課の協力のもと、生活科で
さつまいもの苗を植え、秋の収穫に備える。水やりは子ど
もたちが行う。

②図工の時間に、さつまいものつるを使ったリース作りを
行う。また、さつまいもを収穫し、さつまいもパーティーとし
て蒸しパン作りを行う（特別活動）。食育便りにレシピ
も掲載した。

③さつまいもを含め野菜を食べるとどんないいことがあるか
を考える授業を行う。

9

（２）地域の環境や人的資源を活用した体験学習の実践

熊取町立西小学校２．具体的な授業実践

（リースを作って）さつまいものつる
がきれいなかざりになってうれしい！

（蒸しパン作りは）簡単で、
家で作ろうと思った。

苦手な野菜はあるけど、
野菜を食べると元気に
なると思った。

明日から給食を残さずに食
べようと思った。



【5年生】

①社会科、総合的な学習の時間を活用し、農業体験を実施す
る。学校付近の農家の方の協力を得て、田植えの体験を行う。

②農家の方から仕事について学び、機械がない時代の苦労話
等も聞かせていただく。

③稲刈り体験を行う。農家の方の苦労や工夫に気づき、お米
を大切に食べようという意識が高まった。また、感謝の気持ちを
育むこともできた。

④総合的な学習の時間に「もっとみんながお米を食べるための
作戦を立てよう」というめあてを持って班ごとに作戦を立て、土曜
参観で発表した。その内容を新聞にまとめて共有した。

10熊取町立西小学校２．具体的な授業実践

今は機械で田植えも
稲刈りもしているが、
もっと昔は家族全員で
手作業でしていたことを
聞いてびっくりした。

自分たちが作ったお米を
早く食べたい！

⑤支援学級（ひまわり学級）で育てた野菜と、5年生全体で
育てたお米を使って、家庭科の時間におにぎりと豚汁を作って
交流会を行った。

外国のお米のことも知って、日本のお米のおいしさを
感じました。



小学５年生の家庭科「食べて元気！ご飯とみそ汁」（東京書籍）の単元で、５大栄養素の学習の公開授業を実施した。

11

（３）系統性や既習事項とのつながりを意識した授業実践

熊取町立西小学校

【単元の目標】

食事の役割や栄養について理解するとともに、健康で安全な食生活について考え、課題をもって、日本の伝統的な日常食であるご飯
とみそ汁に関する基礎的・基本的な知識と技能を身につけ、自らの食生活をよいものにするための実践的な態度を養うこと。

【他教科・領域、既習事項等とのつながり】
・「食事の役割」：第４学年 体育 「体の発育・発達と調和のとれた食事」
・「栄養」：第５学年 理科 「植物の発芽、成長、結実」
・「伝統的な日常食」：道徳 「伝統文化の尊重」
・「日常食であるご飯とみそ汁」：第５学年 社会 「わが国の農業や水産業における食料生産」

第５学年 総合的な学習の時間 「米づくり」
・「自らの食生活をよいものにするための実践的な態度」：道徳 「節度・節制」

【自分の生活・家庭や人・地域とのつながり】
・自分の生活は家族との協力や、地域の人々との関わりの中で成り立っていること、家庭生活は自分と家族との関係だけでなく、地域
の人々と関わることでより豊かになることを理解した上で、より良い生活を工夫して積極的に取り組むことができるようにする。
・食生活を家庭生活の中で総合的に捉えるという家庭科の特質を生かし、家庭や地域との連携を図りながら健康で安全な食生活を
実践するための基礎が培われるよう配慮するとともに、必要に応じて、家庭科専科や給食主任、地域の人々の協力を得るなど、食育
の充実を図る。

２．具体的な授業実践



12熊取町立西小学校本単元における「つながり」相関図 ２．具体的な授業実践

【本単元の実施に至るまでの「つながり」について】

カリマネ表（単元配列表）を作成する以前は、１時間の授業が
独立したものになりがちであった。しかし、年間指導計画を俯瞰的に
捉え、さらに学年の教員で「食に関する指導」に係る単元等を線でつ
なぐ（７ページ参照）ことによって、年間を通して教科横断的な視
点をもって指導に臨むことができた。実際の授業では、「〇〇で学習し
た△△と関係している」といった声かけや「〇〇で学習したことを思い
出してみて」といった指示や声かけが自然とできるようになっている。
また、子どもたちからも「〇〇で学習したことと似てる」や「△△とつな
がってる」、さらには「この学習はどんなことにつながるんやろ」といった声
が聞こえるようになった。
本単元の学習については、４年生時の保健の学習で「食品を体内
に取り入れた時のはたらき」や理科の「植物の発芽、成長、結実」の
単元で植物の種子の中の養分に関する学習で扱うでんぷんとの関連
を図った。また社会科の「わが国の農業や水産業における食糧生産」
や総合的な学習の時間の「米づくり」、道徳の日本文化を大切にしよ
うとする態度や生活を楽しもうとする態度を育てる学習とも関連を考
えて学習を進めた。



本校の研究教科（生活科、理科）
については、つながりを意識した学習指
導案を作成している。

小学５年生の理科「ふりこのきまり」
の単元で、大阪体育大学の神山先生
を講師としてお招きし、「ともにつながり、
ひびき合う学習をめざして～始めと終わ
りのつながりをデザインする～」をテーマ
に授業研究を行った。「つながり」を生
かした学習のめあて、「つながり」の相関
図は次のとおりである。

また、既習学習及び他教科とのつな
がりは次ページのとおりである。

13

（４）教科指導への広がり

熊取町立西小学校２．具体的な授業実践



【他教科とのつながり】

・算数科「平均」では、平均の意味について理解したり、概括的に捉えるこ
とに着目し、測定した結果を平均する方法について考察したりする活動を
行った。本単元で、振り子の一往復する時間の平均時間を適切に計算す
る際に役立った。

・算数「比例」では、伴って関わる二つの数量を見出して、それらの関係に
着目し、表や式を用いて変化や対応の特徴を考察する活動を行った。本
単元では、振り子が一往復する時間と振れ幅・おもりの重さ・振り子の長さ
の２つの数量の関係に着目し、表や式を用いて変化や対応の特徴を考
察した。

14熊取町立西小学校

本研究授業を通して、児童が「またやりたい」「もっと知りたい」と思え
る授業を行うにはどうすればよいかが理解できた。また、「次につなが
る授業づくり」「これまでの学びとつながる授業づくり」の大切さを実感
することができた。

２．具体的な授業実践

算数で学習した平均を使って、
１往復する時間を求めるんだね。

振り子が10往復する
時間を計るんだね。

【既習事項とのつながり】

・「植物の発芽と成長」の学習を通して、日当たりなどの条件を制御しながら調べた。このことから、本単元では、振り子の
実験の条件（振れ幅・おもりの重さ・振り子の長さ）を適切に制御しながら調べられるようにしていく。

・「風とゴムの力の働き」「光と音の性質」の学習では、実験において主体的、計画的に機器を操作したり、条件を制御し
たりするなどして追究することにより、対象の性質や働き、規則性などについての考えを構築してきた。このことから、本単
元では、おもりの重さや振り子の長さなどの条件を制御しながら、振り子の運動の規則性を調べていく。



３．成果と今後について

15熊取町立西小学校

（１）児童の変容

・児童の「食」に対する意識が高まり、「食」を通して人とつな
がったり、今までの学びや日常生活等と結びつけて考えたりす
る姿が見られるようになった。

・アンケート結果「好き嫌いせず、何でも食べようと思う」につい
て6学年中5学年の肯定的回答の割合が向上した。

・地域の方とのつながりができ、登下校中のあいさつが増えた。

・自分の食生活をふり返り、家の人への感謝の気持ちを持っ
たり、給食の献立を五大栄養素に分類しようとしたりしている
姿が見られた。（５年）

３．成果と今後について

毎日、栄養のバランスを考え
てご飯を作ってくれているおうち
の人に感謝します。

日常を振り返ってみると、無機質をあま
り、体内に含んでいないことに気がつきま
した。なので、学習を通じて、自ら無機
質をとったり、ほかにも五大栄養素に関
わる食材をできる限りバランスよく食べて
いきたいと改めて実感しました。

お弁当の時、毎日、ビタミンに赤、
黄、緑色全てそろっていておうちの
人はすごいと思っています。また、
五大栄養素もそろっています。これから
も、五大栄養素をとっていきたいです。
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（２）教職員の変容

全教職員でカリマネ表を作成し、教育計画を「見える化」したことで、教職員一人ひとりが他教科や他学年との「つながり」を
さらに意識することができた。このように教職員が「つながり」を意識することで、学習指導においては、発達段階に応じた指導
や他教科との関わりを念頭に入れた上で児童の学びが深まるような取組みを行えるようになったことが成果であると考える。

３．成果と今後について

・「食に関する指導」と各教科とのつながりを
意識して授業改善に取り組むようになった。

・教員同士が「食に関する指導」を通してつなが
り、学校全体で成果や課題を共有し、改善に
つなげられるようになった。

・各教科においても、系統性や教科横断的な
視点をもって指導計画を作成するようになった。

・教員同士がカリマネ表の作成や修正等を通じ
て積極的にコミュニケーションを図るようになり、
教員同士のつながりが深くなった。



【教職員の感想】

17熊取町立西小学校３．成果と今後について

その教科だけではなく、他の教科とのつ
ながりを考えて指導することができると思
う。カリマネ表を作ることで、今までよりも
意識するようになった。今後は、教科のつ
ながりなどを考えてより効果的な順番など
を考えていければと思う。

学年の内容を食育でつないでみると
今まで意識していなかったところの各教
科・単元のつながりを知りました。子ど
もたちと学習する際、自分が意識して
いることで発問や声かけに生かせると
思いました。

「カリマネ表 つながりが『見える化』作
戦」を実行するために常に見えるように
しておく必要があると思います。もちろん
表だけでなく、人的、物的な体制を明
確にして。誰もがいつでも確認できるよ
うにしたいです。

めざす子ども像が具体化して明
確になるので、そのためにつけたい
力とその力とそのつながりがわかりや
すく、指導に生かせると感じた。

同じ学年内の内容で、何の学習と何の学習が関連している
かが整理はっきりされているのがすごくよい（関連図）。
片方をしっかり指導していれば、もう片方が発展的課題解
決的に考えることができるという利点もある。支援の方でも、
自立活動の分野で社会的側面、理科的側面など、様々な
視点を入れ考えていきたい。

他教科とのつながりを意識した計画
をする上で、実践例が示されていてわ
かりやすかった。授業、単元においての
始めと終わりのつながりや教科をこえた
つながりを考えて授業を計画していき
たい。課題（めあて）の確認やまとめ
の確認にも生かせるかと思います。



18熊取町立西小学校

（３）成果・課題と今後に向けて

本調査研究事業を推進し、「食に関する指導」を通じてカリキュラム・
マネジメントに取り組んできた。これまで課題であった、それぞれの取組み
が独立したものになりがちであった面が、ジグソーパズルのように教科横
断的な視点で取組みをつなげて考えられるようになってきたと評価でき
る。これは、各学年が単元配列表カリキュラム・マネジメントの視点をもっ
て、「見える化」したことの成果であると考える。また、全学年のカリマネ表
を縦のつながりで意識することによってブロックを組み立てるかのように学
年を縦断した教科縦断的な視点で考えることができた。

また、本調査研究事業を推進し、改めて本校の課題を教職員全体
で共有することによって、究極の目標は学校教育目標を実現することに
あるという教職員一人ひとりの意識が高まった。これは、これまで各学年
が実践してきた取組みを踏襲するものの、その取組みの意義や目的、さ
らには実施時期を意識することによって、内容を精査したり、学年の実
態に沿った内容に変えたりすることができるようになったところから評価して
いる。

今後は、すべての児童が「ものごとをつなげて考えることができた。」「仲
間と協力して、課題を解決することができた。」と実感できるよう、学校の
取組みのねらいが児童に届いているのかを継続的に見取る必要がある。

また、全教職員でカリマネ表を作成し、教育計画を「見える化」したこと
を今後も教職員全体で取り組んでいく。

３．成果と今後について

大きな大根がとれたよ！
みんなに食べてもらいたいなぁ。

お買い上げありがとうございます！
新聞にまくから少し待ってね。

葉っぱもついていて立派だね。
それに、安い！



1

なぜ取組みを進める必要があったのか（実態・背景）

●国語科では、児童の「目的や意図に応じて、複数の資料から自分の考えをもち、表現する力」
に課題が見られた。

●児童の資質能力を育成するために、学校全体の授業改善を進める必要があった。

子どもたちの資質能力の育成をめざして
つながり、深める“チーム北池田”の取組み

和泉市立北池田小学校

●学習指導要領に示されている「国語で正確に理解し、適切に表現する資質能力の育成」
「言語活動を通して」に着目し、「目的や意図に応じて、複数の資料から自分の考えを持ち、
表現する」資質能力の育成のために校内研究のテーマを【単元全体を通した言語活動】と設定した。
●ＰＤＣＡサイクルの確立を通して、校内研究体制の充実を図った。
●校内の人的資源を活用し、研究授業の時だけではなく日々の授業においても
授業改善の視点に基づいた単元づくりを実施した。

●本校の国語科の研究を活かし、他の教科でも国語科で付けた力を活かすような学習を計画した。

どのように取組みを進めたか（取組みの概要）

どのように変容したか（学校・保護者・地域等）

●教員が校内研究の意義を理解し、子どもたちの姿を通して効果を実感することで、
すべての学級で授業改善の視点に基づいた授業を積み重ねることができた。

●大阪府力だめしプリントの記述問題の正答率が上がり、無解答率が下がった。
●子どもたちの中に、国語科で付けた力を肯定的にとらえる姿が見られた。



2和泉市立北池田小学校

子どもたちの資質能力の育成をめざしてつながり、深める“チーム北池田”の取組み

和泉市立北池田小学校

１．令和元年度の取組み

（１）研究テーマ「『単元全体を通した言語活動』を通して、『目的や意図に応じて、複数の資料から

自分の考えを持ち、表現する』資質能力の育成」

（２）取組み内容 【校内研究体制の充実（ＰＤＣＡサイクルの確立）】

（３）取組み内容 【校内の人的資源の活用】

（４）令和元年度の調査研究の結果明らかとなった成果と課題

（５）令和２年度に向けて

２．令和２年度の取組み

（１）研究テーマ 「進んで対話し、自分の考えや思いを持ち、豊かに表現する子どもの育成」

（２）取組み内容【国語科を要とした教科横断的な単元・授業の提案】

（３）２年間の調査研究の結果明らかとなった成果と課題

（４）今後の見通し



１. 令和元年度の取組み

＜研究テーマ設定までの経緯＞

学校教育目標「対話する子」に向かって、
これまで様々な研究テーマのもと取組みを進
めてきた。
取組みの成果もあり、定量的な評価（児
童アンケート）において、「めあて・ふり返り」や
「ペア・グループ交流」に関する項目において、
肯定的な評価が95％以上となり、日々の授
業においても定着（北池スタンダード）が見
られた。
しかし、全国学力・学習状況調査を基にし
た定量的な評価においては、国語科、特に
「目的や意図に応じて、複数の資料から自
分の考えをもち、表現する力」に課題が見ら
れた。交流はできるが、対話の質が高められ
ていないという本校の課題とつながる結果と
なった。

3

（１）研究テーマ「『単元全体を通した言語活動』を通して、
『目的や意図に応じて、複数の資料から自分の考えを持ち、表現する』資質能力の育成」

和泉市立北池田小学校

これまでの研究を生かす北池スタンダード



これらの結果や学習指導要領国語科の目標で示されている
「国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力の育成」、
「言語活動を通して」に着目し、令和元年度の本研究テーマを
【単元全体を通した言語活動を通して、「目的や意図に応じ
て、複数の資料から自分の考えをもち、表現する資質・能
力」の育成】と設定した。

研究テーマに向かって、本校として、国語科の授業改善の視
点として

①単元を通してつけたい力を明確にすること

②言語活動を通して、つけたい力を育成すること

③つけたい力を付けるための単元計画を作成すること

の３つを全教員で共有し、学校全体で授業改善を進めるため
に、

・校内研究体制の充実（PDCAサイクルの確立）

・校内の人的資源の活用

を、取組みの柱とした。

4和泉市立北池田小学校１．令和元年度の取組み



子どもたちにめざす資質・能力を育成するために、校内研究体制の充実を図った。

特に、研究授業（全学年実施）の取組みを通して、指導案検討・事前検討・研究授業（提案授業）・研究討議・
リフォーム授業というPDCAサイクルの中で、検討・検証していく体制を確立し、教員一人ひとりの授業力を高め、児童の
資質能力を高めることをめざした。

5

（２）取組み内容 【校内研究体制の充実（ＰＤＣＡサイクルの確立）】

和泉市立北池田小学校

【Plan】

○指導案作成

P.4の3つの授業改善の視点に基づいて、
指導案を作成した。とくに、つけたい力を
設定する際には、新学習指導要領を根
拠として、１年間を俯瞰して適切なつけ
たい力を設定することを大切にした。
（マトリックスシートを活用）

また、授業改善の視点の定着を図るた
めに、研究を学年任せにせず、指導案
の作成、先行実施クラスによる検証、指
導案の練り上げの全てに研究主任と学
力向上担当者が入り込み、学年と共に
研究を進めた。

１．令和元年度の取組み



6和泉市立北池田小学校

【Plan】

○事前検討会

教員一人ひとりが指導案を読み、事前検討会に臨むよう
にした。検討会で、お互いに質問を重ねることにより、単元全
体のつながりや本時のねらいについて共通理解を深めること
ができ、明確な着目点やめあてをもち、研究授業を参観す
ることができた。

【Do】

○研究授業

参観シートを活用することにより、研究授業の提案の柱や着
目点を、全教員で共有し、同じ視点で子どもの姿を見取る
ことができた。

１．令和元年度の取組み



7和泉市立北池田小学校

【Check】

○研究討議会

討議会が、全教員にとって自分事となるように、ゴールを
「北池田小学校として、よりよいリフォーム授業を作ること」と
し、全教員で見取った子どもの姿を基に討議してリフォーム授
業案を作成した。

○Check機能充実のために

・研究授業単元末児童アンケート、評価問題の作成・実施。
（4年生以上）

・全教員で全国学力・学習状況調査や学期末力だめし問
題（4年生以上）の採点、分析。

を行った。上記の取組みにより、定性的・定量的な評価から、
子どもたちの姿を通して取組みを即座にふり返り、全教員が
学期ごとに授業改善の視点を更新・共有した。

１．令和元年度の取組み



8和泉市立北池田小学校

【Action】

○リフォーム授業の実施

リフォーム授業案を使って授業公開を行い、自由に参観で
きるようにした。リフォーム授業について、研究通信で成果と
課題を発信し、全教員で共有するとともに、リフォームした単
元指導案は、データとして蓄積、活用できるようにしている。

以上のような流れで、PDCAサイクルを短い期間で回し続
けるように取り組んだ。

○Ｐ(plan)の段階で、子どもたちにつけたい力、そのための手立て等をじっくり話し合えたので、単元に関わる教員がお互いに共通理解することができた。
そのため、先行クラスの授業を同じ視点で見て、次の手立てを考えることができた。
○研究討議会では、その視点をもとに、他の先生方からの意見をもらえたので、見方・考え方が広がり、リフォーム授業につなげることができた。
○自分にはない教材研究や教材の読み方を他の先生にあたえてもらったことや、研究討議会の際に「自分ならこうする」というリフォームの視点で他の
先生が話してくれたことが良かったです。子どもたち自身が「教科書を学ぶ」より「教科書で学ぶ」ことをわかっていると感じた。
○単元末問題やアンケートで成果や課題が把握できた。
○リフォーム授業を考え、実践することで子どもたちへの課題設定の難易度もふり返られるようになった。そのため、どの授業においても難しすぎたり簡単
すぎるようなことが減ってきたように思う。
○授業で意欲的に取り組む児童の姿をよくみられるようになった。 （教員対象 校内研修のふりかえりより）

１．令和元年度の取組み



取組みを進めるにあたって、校内研究時だけではなく日々の授業においても、 授業改善の３つの視点（P.4）に基づいた
単元づくりができるようにすることが大切であると考え、学力向上担当者が中心となり、次のような取組みを進めた。

9

（３）取組み内容 【校内の人的資源の活用】

和泉市立北池田小学校

○単元の共同研究と実践

４月に作成した年間計画に基づ
き、学力向上担当者がすべての学
年に入り込み、それぞれの学年教
員と単元の共同研究、授業公開を
行った。

１学期は、学力向上担当者が
T1として、授業改善の視点を取り
入れた授業を提案・公開し、２学
期からは、担任がT1、学力向上担
当者がT2となる機会も取り入れな
がら、授業改善を進めた。

１．令和元年度の取組み



10和泉市立北池田小学校

○単元末力だめし問題・
アンケート実施

短い期間で、効果を
定量的・定性的に見取
り検証する経験を積み、
教員一人ひとりの子ども
たちの姿を見取る力の
向上をめざし、共同研
究した単元（４年生
以上）で、学力向上担
当者が学年教員と協力
して単元末力だめし問
題・アンケートを作成し
実施した。

１．令和元年度の取組み
4年生アンケート ６年生アンケート ５年生問題用紙 ５年生解答用紙



11和泉市立北池田小学校

○国語科を要とした教科横断的な取組みの提案

国語科を要とした教科横断的な視点を広げられるよう、単元を提案・公開した。また、グランドデザインの作成、見直しを図った。

＜グランドデザインの作成・見直しを
通して＞

・グランドデザインを作ることは一年
間の見通しだけでなく、教科と教科の
つながりを“もっと見る”ために大切だ
と思いました。

・振り返ってみて、もっと単元をつな
げられたと思うところがたくさん見つ
けられました。４月はとても忙しいで
すが、カリマネの引継ぎの時間もしっ
かりと取るように心がけたいです。

１．令和元年度の取組み



〇右図のとおり、教員が校内研究の意義
を理解し、子どもたちの姿を通して効果を
実感することで、すべての学級で授業改善
の視点に基づいた授業を積み重ねることが
でき、子どもたちの資質・能力の向上につ
なげることができた。

12

（４）令和元年度の調査研究の結果明らかとなった成果と課題

和泉市立北池田小学校

「大阪府力だめしプリント 記述問題（学校平均）」

H30 H31
正答率 30% ⇒ 39.7%
無解答率 17.3% ⇒ 5.1%

【成果】

〇【校内研究体制の充実】という一つの柱
ではなく、【校内の人的資源の活用】も合
わせた２つの柱で取組みを進めた結果、
校内に広く速く授業改善の視点が浸透し
た。全教員が同じベクトルで取り組み、
日々の授業を積み重ねることで、子どもた
ちの資質・能力の向上が見られた。

１．令和元年度の取組み



13和泉市立北池田小学校

【課題】

●「目的や意図に応じて、複数の資料から自分の考えをもち、表現する力」の向上は見られたが、日々の子どもたちの姿や
定量的な評価（全国学力・学習状況調査等）から、「話すこと・聞くこと」の領域に課題が見られたり、「知識・技能」に
課題が見られた。

●児童アンケートの肯定的回答が、

・「国語の授業でついた力が、自分の考えを持つことやうまく伝えるために役立っている」（87％）

・「国語はすきですか」（55％）

という結果から、子どもたちの中に、国語科で付けた力を肯定的にとらえる姿がある一方で、国語科に対して主体的に
取り組む姿に課題が見られた。

●令和元年度の実践事例は、データベースに保管し、学校としての財産となっている。

今後、さらに活用しやすいようにするために、保管の仕方や更新の仕方など、より使いやすい形を検討する必要がある。

１．令和元年度の取組み



14

（５）令和２年度に向けて

和泉市立北池田小学校

令和元年度の研究をふり返り、次年度に繋げてい
くために以下の点について取組みを行った。

〇次年度の指導案モデルの検討・作成

質の高い言語活動を実現するために、令和元年
度後半から指導案に、次のような項目を記載した。
（次ページに続く）

・並行読書材について

どのような視点で並行読書材を選定したのか、並行
読書材の特徴などを明記する。

・言語活動モデル

単元の言語活動をより具体的にイメージしやすいよ
うに、授業で児童に提示する言語活動モデルを指
導案にも記載する。

選書の着目ポイントや言語活動に関わる
重点を示している。

並行読書材について

言語活動モデル

言語活動の内容が伝わるように具体的に示す。

（例）
・どこで、どのようなことを表現させているのか
・どこで、どんな力を見取るのか など

１．令和元年度の取組み



15和泉市立北池田小学校

・具体的な子どもの姿

授業での児童の具体的な姿を想像し、単元計画
や本時案の中に、予想される児童の姿を具体的
に記入する。（左の指導案○囲みの部分）

リフォーム後の指導案には単元で児童が作成した
成果物や単元のふり返り、単元後のアンケートの
集計結果なども載せることにした。これを次年度の
校内研究の指導案に生かせるように内容を検討
し、次年度の指導案モデルの作成を行った。

単元のふり返り 単元末アンケートの結果

児童が作成した成果物

１．令和元年度の取組み



16和泉市立北池田小学校

○次年度の教科横断的な取組みに向けてグランドデザインのふり返り・見直し

令和元年度最後の職員研修の際にグランドデザインのふり返りを以下の２つの視点で行った。

・今年度の教科横断的な取組みのふり返り

・次年度も同じ学年を担当するとしたらどのような教科横断的な取組みを実施するか

この視点でグランドデザインを見直し、
次年度に引き継ぐために職員室内に掲
示した。

その際、グランドデザインの見直しを行っ
た各学年の教員の名前を模造紙に明
記しておくことで、新年度に、昨年度その
学年を担当した教員に取組み内容を質
問しやすくなるように工夫した。

これらの取組みを令和元年度のうちに
行っておくことで、令和２年度の校内研
究を見通すことができた。

１．令和元年度の取組み



17和泉市立北池田小学校

○教科横断的な学習の指導案モデルの検討・作成

令和２年度は本校の国語科の研究を活かし、他の教科でも国語科
で付けた力を活かすような教科横断的な学習の提案ができるように、令
和元年度のうちに指導案のモデルを検討・作成した。

国語科を要とした教科横断的な学習の指導案モデルを作成

１．令和元年度の取組み



２．令和２年度の取組み

研究テーマ設定の経緯

前述のとおり、令和元年度の校内研究のＰＤＣＡサイクルの充実や校内の人的資源の活用により「目的や意図に応じ
て、複数の資料から自分の考えを持ち、表現する資質・能力」の育成には一定の成果が見られた。

その一方で「知識・技能」の定着や豊かに表現する力（表現の質）については課題が見られたことから、令和２年度の
研究テーマを上記のように定めた。また、昨年度の取組みをふり返る中で、国語科で付けた力を活かし、広げる機会を設定
することにより、児童に国語科の力を定着させることが大切であるという課題も見えてきた。

そこで、今年度は、

①校内研究授業のＰＤＣＡサイクルの充実による授業改善

②国語を要とした教科横断的な取組み・単元の提案

という２本の柱を取組みの中心とし、研究テーマ「進んで対話し、自分の考えや思いを持ち、豊かに表現する子どもの育成」
の実現をめざすこととした。（次頁参照）

18

（１）研究テーマ 「進んで対話し、自分の考えや思いを持ち、豊かに表現する子どもの育成」

和泉市立北池田小学校



19和泉市立北池田小学校

令和２

２．令和２年度の取組み



①校内研究授業のＰＤＣＡサイクルの充実による授業改善

１つめの柱の「校内研究授業のＰＤＣＡサイクルの充実による授業改善」に関しては、昨年度に引き続き、国語科の
単元全体を通した言語活動を意識した授業の提案を行った。具体的には、昨年度の研究の課題も踏まえ、

20和泉市立北池田小学校

・子どもたちの主体的な姿を重視して、子どもたちが目的を持って取り組む学習過程の工夫

・「知識・技能」の定着 ・対話の質の向上 に重点を置いた単元（授業）の提案を各学年で行うこととした。

また、昨年度に効果的であった、学年の担任団・学力向上担当者の共同研究体制や子どもたちの姿を見取り、授業
改善の視点を共有するための全国学力・学習状況調査や学期末力だめし問題（４年生以上）の全教員による採点
分析も継続して実施した。

②国語を要とした教科横断的な取組み・単元の提案

2つめの柱の「教科横断的な学習の提案」に関しては、国語科を
要とした教科横断的な学習（単元）の提案の際に

・国語科で付けた力を活用する場を設定することで、付けた力
の定着をはかる

・国語科で付けた力を活用することにより、他教科でつけたい力
をより効果的に付ける

ことをねらいとして、各学年ごとに単元計画を立てることとした。
２．令和２年度の取組み



○教職員研修

令和２年度に入り、教職員も新たなメンバーでスタートした。昨年度の取組みをさらに深めるためにも全教職員でカリキュラ
ム・マネジメントの意義をもう一度確認し、取組みを進めていく必要があると考えた。そこで、大阪教育大学教職大学院の田
村知子先生をお招きし、カリキュラム・マネジメント研修を実施した。

研修ではカリキュラム・マネジメントの概要、意義に加えて教科横断的な学習の実践事例を紹介していただいた。また、4月
当初に新たに作成した今年度の各学年のグランドデザインを元に、つけたい力（資質能力）に着目して単元間のつながりを
見直す機会にもなった。研修を通して、教科間のつながりを再確認し、それをもとに各学年で教科横断的な学習に取り組ん
でいる。

21

（２）取組み内容【国語科を要とした教科横断的な単元・授業の提案】

和泉市立北池田小学校２．令和２年度の取組み



○3年生の取組み＜社会科 + 国語科 の学習の提案＞

3年生では市内めぐりなど総合的な学習の時間も含めて、聞き
取ったり調べたりしたことをメモし、考えたことをレポートの形式でま
とめて報告する機会が多い。

そこで国語科の「図書館へ行こう」「メモをとりながら聞こう」「調
べて書こう、わたしのレポート」の3つの単元を別々に行うのではな
く、３つの単元をつなげて「インタビュー名人になって、一年生にわ
かりやすい図書だよりを書こう」という単元計画に再構成し「聞き
取り→書く体験」という流れで学習することとした。（詳細は次
ページ参照）

22和泉市立北池田小学校２．令和２年度の取組み



23和泉市立北池田小学校

国語科の３つの単元の再構成について

【再構成のねらい】

①教科横断的に取り組むことで生まれる他教科の充実や国語科の定着・深化
⇒ 「（目的をもった）聞き取り」から「書く（まとめる）」の一連の思考の流れを体験出来るようにした。

国語科でつけたインタビューメモの力・メモから自分の考えをまとめる力を活用して他教科（社会や総合）の活動のスムーズ化・充実を図る。

②人的資源の活用による国語科の言語活動の魅力の向上
⇒国語科において、つけたい力をつけるために言語活動の魅力は重要な要素の一つであり、特に言語活動における相手意識や
目的意識が重要であるため、本単元では

【相手】・・・図書館を利用したことがない１年生に 【目的】・・・図書だよりを書いて、図書館のきまりを伝えること。

と設定することで、子どもたちが主体的に学びに向かう姿につながった。また、学校図書館支援司書や栄養教諭など様々な先生方に
協力してもらい、校外に出ることなく国語科の単元の中で実際にインタビューをすることで、子どもたちのイメージや定着がより深まった。
インタビューの練習もCDではなく栄養教諭など様々な先生方に協力してもらうことで、子どもたちが主体的に学びに向かう姿につながった。

③３つの単元をつないで行うことで時間を生み出す
⇒３つの単元を別々に行うのではなく、つないで単元を構成することで、題材の設定や情報収集の時間をスリム化することができ、
時間の精選を図ることができた。

○ 「図書館へ行こう」（全２時間）

○ 「メモを取りながら聞こう」（全４時間）
（ことばの力） 大事なことを落とさず聞く

○ 「調べて書こう、わたしのレポート」（全10時間）
（ことばの力） 調べて分かったことを伝える

言語活動
「インタビュー名人になって、
一年生にわかりやすい図書だよりを書こう」

（全６時間）

再構成

２．令和２年度の取組み



24和泉市立北池田小学校

上記のような国語科で付けた力を活用する場面として、２学期の
社会科の小単元「店で働く人々の仕事」でお店の人にインタビューし、
メモする力を使う場面を設定した。このように、国語科で付けた力を
生かすことで社会科の学習を効果的に行えるように単元計画を立て、
学習を進めている。

学習の中で、子どもたちは明確な
視点を持ち、必要なことを記録したり、
話し手が伝えたいことや自分が聞き
たいことの中心をとらえて自分の考え
を持つことができるようになってきた。
また、コロナ禍において校外に出てイ
ンタビューをすることが厳しい時期では
あったが、栄養教諭や学校図書館
支援司書という校内の人的資源を
活用することで、校外に出ることなく
校内でインタビューや聞き取りメモを
書いたりすることができ、子どもたちの
イメージや、力の定着が深まった。

国語科で付けた「イ
ンタビューメモ」を
取る力を使って地域
のスーパーで聞き取
り活動をしました。

２．令和２年度の取組み



○５年生の取組み＜総合的な学習の時間 ＋ 国語科 の学習の提案＞

5年生では総合的な学習「日本の伝統文化マイスターになって、外国の人に日本の良さを伝えよう！」という単元を計画
し、国語科の学習と結び付けて学習を進めてきた。

25和泉市立北池田小学校

総合的な学習の時間では、日本の伝統文化の良さを知り、近隣
の大学の留学生に、日本の良さを伝えるという目的を持って学習を
進めた。総合的な学習に取り組む中で、子どもたちが、日本の良さ
を伝えるために自分が伝えたいことを詳しく調べたり、伝えたいことを
より伝わるように書いたりする方法を学ぶ必要があることに気付いた。
そこで国語科の単元「和の文化について調べよう」の学習も同時
並行で進め、「和の文化について調べよう」の単元で子どもたちが身
に付ける「引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考え
が伝わるように書き表し方を工夫すること」や「目的に応じて、文章と
図表などを結びつけるなどして必要な情報を見つけたり、論の進め
方について考えたりする」力を、総合的な学習の時間での情報収集
やリーフレット作りに生かした。
今回の学習では、総合的な学習の時間において、児童は自分が調べた日本の伝統文化を伝える相手は外国からの留
学生という相手意識を持っている。そのため、日本語でわかりやすいリーフレットを作成した後に、外国語を使って表現する
必要性を感じていたので、国語科・総合的な学習の時間での取組みを踏まえ、外国語科と連携し、外国語の学習の充
実を図った。
教科横断的な学習の単元計画作成においては、学力向上担当者が、要となる国語の授業作りの視点から学年の教
員と共同で研究を行ったり、学校図書館支援司書や栄養教諭と連携したり、専科教科の担当者が学年の担任団ととも
に研究をするなど、教職員間のつながりを感じながら取組みを進めてきた。

２．令和２年度の取組み
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（３）２年間の調査研究の結果明らかとなった成果と課題

和泉市立北池田小学校２．令和２年度の取組み

【成果】
○教員の意識の高まり
全教員が校内研究の意義を理解し、子どもたちの姿から効果を
実感したことにより、全教員が校内研究の取組みを自分事と捉える
ことができた結果、子どもたちの資質・能力の向上や意識の変容に
結びついた。

○児童の資質・能力の向上
PDCAサイクルを回し、校内研究体制の充実を図った結果、
子どもたちの資質・能力が向上した。

○児童の意識の変容
全教員で国語科の授業改善
の視点を大切にしながら校内
研究を進めていく中で、子ども
たちの国語科に対して主体的
に取り組む姿にも変容が見られ
た。

「対話を通して考え、豊かに学ぶ子」をめざし、
授業改善を進め、子どもの変容が見られた

R1.6月 R1.3月 R2.3月

肯定的回答 87.1% ⇒ 95.8% ⇒ 100%

●教員アンケートの肯定的回答の割合の変化

H30
（取組み前）

R1
（取組み1年め）

R2
（取組み2年め）

正答率 30% ⇒ 39.7% ⇒ 54.3%

●「大阪府力だめしプリント 記述問題（学校平均）」 の正答率の変化

R1.6月 R1.3月 R2.3月

「国語はすきですか」 54% ⇒ 55% ⇒ 65%

「授業で、うまく伝わるように工夫して
自分の考えを書いたり、話したりしている。」 78% ⇒ 68% ⇒ 83%

●児童アンケートの肯定的回答の割合の変化
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【課題】
○国語科を要とした教科等横断的な学習のさらなる充実

令和元年度の取組みをふり返る中で、国語科で付けた力を活かす機会を設定することにより、児童に国語科の力を
定着させる必要性を感じたため、令和２年度は次の２点をねらいとして、国語科を要とした教科等横断的な学習の
提案を各学年から行った。
① 国語科で付けた力を活用する場を設定することで、付けた力の定着をはかる。
② 国語科で付けた力を活用することにより、他教科で付けたい力をより効果的に付ける。

取組みの結果、
●児童アンケート「国語の授業でついた力が、自分の考えをもつことやうまく伝えるために役立っている。」の肯定的回答が

R2年度１学期末 ８０％ ➡ R2年度３学期末 ８３％
と増加したことから、取組みに子どもの実感を伴っていることがわかり、①については一定の効果が見られたといえる。

しかし、国語科で付けた力を他教科で活用させるような授業作りの提案をするという第１歩は踏み出せたが、②につい
ては検証が不十分であった。今後は、PDCAサイクルを回しながら、国語科を要とした教科横断的な学習の提案を続け、
さらに取組みを充実させていく。



○校内研究のPDCAサイクルの充実に
よる授業改善の取組みについて

今年度の校内研究テーマに向けて、研究授業
の準備を進めているが、コロナ禍において研究授
業の参観の仕方を検討し、研究授業を記録した
動画を少人数の学年グループに分かれて視聴す
ることにした。初めての試みだが、動画で授業をみ
ることによって、子どもたちの対話の様子を正確に
とらえることが出来るという利点を生かし、記録し
た子どもの対話を分析することにより、子どもの対
話の質を高めていきたい。

○教科等横断的な学習の提案に関する
取組みについて

前ページの②の点に関して「何を、どのように見
取るのか」という視点を明らかにし、資質・能力を
育成していくことと同時に、子どもたちも教員も
「やってみたい」「挑戦してみよう」という主体的な
姿が生み出せるような授業づくりに挑戦していきた
い。今後も、各学期に実施する児童アンケートや、
国語科力だめしテストの結果から、教科等横断
的な学習の効果を検証していく。
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（４）今後の見通し

和泉市立北池田小学校

教科横断的な学習の提案を各学年で

２．令和２年度の取組み



1

聴き合い、学び合うことをベースに、
資質・能力を育む

和泉市立信太小学校

なぜ取組みを進める必要があったのか（実態・背景）

●児童の語彙が少なく、思考を適切に伝え合うなどの表現力に課題があった。
●学校全体で、学び合いに焦点を当てて研修を進めてきたが、客観的な根拠が少なかった。

●「聴き合う・学び合う」関係性を授業でつくることをめざし、児童が「聴きたい」「考えたい」
と思える課題設定を工夫した。
●学習指導要領に基づき、既習事項を俯瞰しながら、単元全体を通してつけたい力を設定した。
●評価テスト・アンケートを実施し、根拠に基づく成果と課題の把握に努めた。

どのように取組みを進めたか（取組みの概要）

どのように変容したか（学校・保護者・地域等）

●ペア・グループで友だちの話を聴き、自分の考えを形成する姿が見られた。
●図や表現するための言葉を用いて、自分の考えを表現する児童が増えてきた。
●既習事項や他の単元とのつながりを考え、つけたい力に立ち戻りながら教材を研究
するようになった。

●保護者から、「児童の対話で授業をつくる良さ」「自分の考えを表現することの
大切さ」に関する肯定的な声を聞くようになった。



2和泉市立信太小学校

聴き合い、学び合うことをベースに、資質・能力を育む

和泉市立信太小学校

１． 研究授業を行う際のPDCAサイクルの構築 令和元年度の取組み

（１）PDCAサイクル(Plan)

（２）PDCAサイクル(Do)

（３）PDCAサイクル（Check）

（４）PDCAサイクル（Action）

２．研究授業を行う際のPDCAサイクルの構築 令和２年度の取組み

（１）PDCAサイクル(Plan)

（２）PDCAサイクル(Do)

（３）単元のPDCAサイクル（６年生 分数のかけ算・わり算）

（４）まとめ・今後の見通し



１．研究授業を行う際のPDCAサイクルの構築 令和元年度の取組み

本校では、子ども一人ひとりの学びを保障するために、
「だれも孤立させない」「だれも見捨てない」を理念としてい
る。全教員が、ペアやグループで聴き合い、学び合う、対
話的な学びを基盤とする、わからないことを自分からたず
ねたり、わからないことに教員も児童も温かく寄り添ったり
する授業づくりを行っている。子どもたちが夢中になって聴
き合い、学び合うための「課題設定の工夫」にもこだわり、
子どもたちが自分事として切実感を持って取り組める課題
とはどのようなものなのかということについて研修を重ねてきた。

令和元年度は、学習の基盤となる資質・能力を「聴き
合う力」ととらえ、相手の思いを受けとめる「聴く」力、自分
の思いを語ることのできる「伝える」力を備えたコミュニケー
ション力を育成するため、研究主題を「聴き合い！響き合
い！育ち合い！～豊かに学び合う教室をめざして～」と
設定した。「子どもたちに学びをもたらす授業」を実現する
ために、日々の授業を相互に参観するとともに、

3

（１）PDCAサイクル(Plan)

和泉市立信太小学校

年間６回の研究授業（大研）と一人１回の公開授業（小研）を行い、外部講師の助言も得ながら、PDCAサイクルを機
能させることにより、授業の改善を図ることとした。



Planとして、

事前に指導案を授業者、学年、
研修主任が参加し、検討することと
した。その際、新学習指導要領を
根拠に、単元を通して子どもにつけ
たい力をつけていくための系統立てを
行うとともに、単元を通して子どもに
つけたい力を身につけさせるために、
毎時間子どもに「つけたい力」を明
確にし、既習事項とのつながりを意
識しながら、教材研究、教材解釈
を行うこととした。

子どもたちが主体的に聴き合える
ような課題を設定するとともに、どの
場面で子どもが聴き合い、学び合う
機会を作るか、また、課題を通して
子どもに学ばせたいことを明確にする
ようにした。

4和泉市立信太小学校１．研究授業を行う際のPDCAサイクルの構築 令和元年度の取組み



全教員が参加して事前研を実施した。事前研で、
本時の課題を全教員で実際に取り組むことにより、
単元の内容、子どもにつけたい力、子どもにつけたい
力をつけるための手だてとともに、授業を視る視点を
全教員で共有することができた。また、実際に取り組
むことにより、教材の魅力を教員で共有することもで
き、この学年を担当したときは、この課題をしてみたい
という教員も現れた。

5和泉市立信太小学校１．研究授業を行う際のPDCAサイクルの構築 令和元年度の取組み

（２）PDCAサイクル(Do)



「子どもをみる力」を高めていくために、研究
授業では、必ず参観する教員が、予め決
まったグループを中心に授業を参観し、授業
の中で子どもたちがどのように学んでいたのか、
ペアやグループで学び合うことができていたか、
座席表に見取ったことを記入するようにした。

6和泉市立信太小学校１．研究授業を行う際のPDCAサイクルの構築 令和元年度の取組み

ペア・グループで聴き合い、学び合う学習
を実施する中で、自分から友だちにわからな
いことを尋ねることができ、わからないというこ
とに、教員も子どもも温かく寄り添うことがで
きる授業をめざした。そのために、どのように
学ぶのか、「学び方」や「対話の仕方」（尋
ね方や反応の仕方）を具体的に子どもた
ちに示した。対話のイメージを子どもと共有
するために、ビデオで撮影したものを学級全
員で見て、良いところや気づいたことを交流
した。交流することによって、子どもたちは声
かけの仕方、適切な声の大きさ、自分から
尋ねるための声かけなど具体的に関わり方
が理解できた。

画像で具体的な姿を子どもと共有した



思考しながら主体的に「聴く」ための手立てとして「聴き方の達人」を職員で
共有した。「聴いたあと、感想や意見が言える」「聴いたあと、話について質問
する」など８つの項目を作り、聴くことを体系的に捉え、視覚化した。（右図）

7和泉市立信太小学校１．研究授業を行う際のPDCAサイクルの構築 令和元年度の取組み

思考するときや、思考したことを表現するときに、思考を伝えるツールとして、
テープ図や数直線に表したり、具体物を操作しながら説明させたりするなど、
表現力を育むための指導法を全教員で共有した。子どもからも、自分の考
えを他の子に示しやすくなったという声が出てきた。（下図）

聴くことを体系的に捉え、視覚化



研究授業後、子どもの学びと育ちを語る会
（討議会）を行い、めざす姿の共有化を図
るとともに、つけたい力がついているか、子ども
の姿を通して交流した。意見を活発に出しや
すくすることを目的に、少人数のグループで意
見を交流した後に、全体交流を行った。

討議会をする中で、研究主題の「聴き合
い！響き合い！育ちあい！～豊かに学び合
う教室をめざして～」といっても、子どものどのよ
うな姿が「豊かに学んでいる」といえるのか、全
教員のイメージが一人ひとり違っていることがわ
かったので、どのような子どもの姿が良かったの
かを『授業デザイン→子どもをみる→めざす
子ども像の共有化』という一連の流れの中で、
教員同士の共有化を図った。

そして、「めざす子ども像」や「困り感のある子
どもへの手立て」をより具体化し、日々の授業
に返せるような場とした。

8和泉市立信太小学校１．研究授業を行う際のPDCAサイクルの構築 令和元年度の取組み

（３）PDCAサイクル(Check)



全国学力・学習状況
調査の分析を実施した。
全国学力・学習状況調
査終了後、児童解答用
紙をコピーし、自校採点
を行い、全教員で、採点
した児童解答用紙を基
に分析を行った。

また、各学期末に社会
性測定用尺度や児童ア
ンケートを実施し、子ども
集団の意識の変化を分
析した。これらの分析を
通して「筋道を立てて思
考し、表現する力」が課
題であるということがわかっ
たので、課題を全教員で
共有するとともに視覚化
し、教員が常にその課題
を意識して取組みを進め
ることができるようにした。

9和泉市立信太小学校１．研究授業を行う際のPDCAサイクルの構築 令和元年度の取組み



学習指導部において、研究授業で明らかになった成果や課題、今後の
方向性を話し合い、研究通信を発行し、研究通信を通して、全教員で
今後の方向性を共有するとともに、研究授業で明らかになった課題に正
対した取組みの紹介をした。

授業改善の視点を見取った課題を踏まえ、学校全体で次の①～③の
ように揃えた。

① 図解化や具体物の操作で思考する ⇒ 表現する
② ペアの確立
③ 子どもの声を聴く。子どもの疑問から出発する。根気よく声かけ。

10和泉市立信太小学校１．研究授業を行う際のPDCAサイクルの構築 令和元年度の取組み

（４）PDCAサイクル(Action)

研修後の振り返りを
紙に書いて可視化する
ことで、各自の授業改
善に生かした



２．研究授業を行う際のPDCAサイクルの構築 令和２年度の取組み

令和元年度、「聴き合い！響き合い！育ち合い！ ～豊かに
学び合う教室をめざして～」というテーマで、ペアやグループ活動を
通し、相手の思い・考えを受け入れ、自分の思い・考えも伝える
心を育むための「聴き合う」活動を日々の授業の中に取り入れ、
学び合う授業を展開した。その結果、児童アンケートの結果から
も、ペア・グループでの対話を通した学び合いは浸透しつつあると
ともに、子ども同士のつながりが増え、自ら課題に取り組もうとする
主体性についても一定の成果が出始めてきた。しかし、同じく児
童アンケート並びに府の力だめしテストの結果から、子ども同士の
つながりは増えても、相手にわかりやすく自分の考えを表現するこ
とにはまだ課題が残ることがわかった。そのため今年度は、研究
テーマを「夢中で学ぶ子 ～学び合いを通して、自ら表現しようと
する子を育む授業づくり～」と設定した。
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（１）PDCAサイクル(Plan)

和泉市立信太小学校

また、設定した研究主題に向かって、

〇語彙力を育むこと

〇言葉を捉える力を育むこと

〇思考・表現する際に図解化し、思考の視覚化をめざすこと

の３つの視点をもとに、自分の考えを相手に表現するための授業改善を進めることとした。

大阪府力だめしテストから
課題を把握



新型コロナウイルス感染防止に努めな
がら、１学期に６年生の分数の単元で
研究授業を実施した。子どもたちが数
直線を使って説明しようとする姿を見る
ことができたが、研究授業後の研究討
議を通して、数直線を使って数量関係
を把握し、計算方法を説明する表現力
にはまだ課題が見られたので、下の学年
からその力を磨いていく必要があるという
共通認識が教員の中にでき、早速、今
年の５年生の小数のわり算・かけ算の
際に、同じように数直線を使って子ども
同士が説明することに取り組んだ。

12和泉市立信太小学校２．研究授業を行う際のPDCAサイクルの構築 令和２年度の取組み

（２）PDCAサイクル(Do)

今年度は、つけたい力がついた子どもの姿を全教員が共有し、「何ができ
るようになったのか」「どんな力がついたのか」を的確に見取るための単元末
評価テスト・単元末アンケートを作成・実施することにより、客観的なデータ
を活用して、成果の見取りを行い、単元ごとにPDCAサイクルを回すことが
できるよう取り組んでいる。また、つけたい力がついたかどうか評価するための
評価規準・判断基準を指導案に明記している。
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また、年度当初に単元配列表の見直しを実施した。昨年度は内容で
各教科をつなごうとしたが、今年度は資質・能力でつないでいくことにし、
表現力に焦点を絞って構成することができた。子どもの表現力を育むた
めに、子どもが振り返りに記入したコメントを全教室で張り出すことにより、
それを見た他の子どももいろいろな表現を使えるようにしている。さらに校
内に他学年の振り返りを張り出すスペースを設けることにより、違う学年
の子どもの表現も参考にできるようにしている。

家庭でも同じ声かけをして、同じ視点で子どもたちを見てもらうために、
授業づくりやめざす子どもの姿を通信で発行した。



Plan

単元を実施する前に、本校の研究テーマ「夢中で学ぶ子～学び合いを通して、
自ら表現しようとする子を育む授業づくり～」を、算数科の中で実現していくため
に、学習指導要領に基づき、既習事項を俯瞰しながら、６年生の教員で話し
合った。題意を読み取り、数直線を書くことのできる児童は増えたが、そこから立
式することができない児童もいる実態を踏まえ、単元を通して子どもにつけたい力
を次のように明確にした。

14和泉市立信太小学校２．研究授業を行う際のPDCAサイクルの構築 令和２年度の取組み

（３）単元のPDCAサイクル（６年生 分数のかけ算・わり算）

＜つけたい力＞
・「今まで習ったことをもとに、計算の仕方を考える力」
・「図や式、言葉などを用いて考えたり、表現する力」

その後、つけたい力を身につけた子どもの姿を具体的にイメージするために、
各教員がイメージする、つけたい力を身につけた子どもの姿を話し合った結果

・問題に粘り強く向き合い、自分の考えだけでは満足せず、友だちの言葉や考え
を大事にして、友だちがどう考えているのかを理解しようとする姿

・分からなくても、友だちの考えを聞いて、何とか理解しようと向き合う姿
・なんでそうなったのか、疑問を追求できる姿

という姿が、つけたい力を身につけた子どもの姿であるという共通理解を６年生の
教員で図ることができた。



Do

単元を通してつけたい力を子どもたち
につけるために、面積図や数直線を
使って、思考、表現することに取り組ん
だ。その結果、問題を提示すると、子ど
も達から「図で表していいですか？」と
声が出るようになり、お互いに自分の
考えをクラスメートに説明するときに、ほ
とんどの子どもが図を使って表現するよ
うになった。振り返りには、子どもたちが
面積図を根拠にしながら、友だちの考
えたことをメモし、論理的に自分の考え
を記入していた。
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Check

つけたい力が本当に子どもの身につい
たのかを見取るために、単元末評価テ
ストと授業終わりアンケートを作成・実
施した。単元末評価テストは思考・判
断・表現が見取ることができる内容とし、
授業終わりアンケートは子どもがイメー
ジできる言葉で設問を作成した。

成果・課題としては、次のようなことが
挙げられる。
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＜成果＞

・ノートをめくり、既習事項を生かそうと調
べている姿がたくさん見られた。

・立式の根拠を説明する時に、既習事
項等をもとに表現する姿が見られた。

・ペアでの対話で、図を指し示しながら説
明する姿が見られた。

・「なぜ逆数でかけるの」と、根拠を知りた
い気持ちが感じられた。（次ページへ続く）
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＜成果＞

・単元を通して計画し、どこを大切に押さえていくか、単元づくりを共有できた。

・学校全体で数直線の描き方や説明する時の言葉を共有できた。

・Planで評価テストや単元末アンケートを作成したことで、ゴールが明確になった。

・具体的に子どもの課題を見取ることができ、教員の指導方法の改善を図ること
ができた。

・子ども自身が自分の成果や課題を自認し、次の学習へつなげることができた。

＜課題＞

・言葉で考えを伝えることに課題が見られた。

・表現力を育むためには、算数だけでなく国語を中心とした計画的な指導が必要。
教科の枠を超えて研究を進めていく必要がある。
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Action①

上記の成果と課題を踏まえ、教科の系統性を考えて、
今年度に見取った成果と課題を生かせる単元の場合は、
下学年の授業改善へとつなげ、下学年は、今年度はす
でに実施済みの単元の場合は、来年度の改善プランを
作成し、保存している。

例えば、６年生の分数のかけ算・わり算の単元での成
果と課題を受けて、下学年の授業改善に次のように取
り組んだ。

５年生「小数のかけ算・わり算」
５年生では、分数のかけ算・わり算につながる小数のかけ算・
わり算の単元において、計算の仕方を、図や式、ことばなどで考
え、説明する力を育てるために、言葉や図で自分の考えを伝え
る活動を取り入れた。その結果、次のように、子どもたちが自分
の考えを図や言葉を使って説明する様子が見られるようになっ
た。

＜子どものアンケート結果＞ 肯定的回答

図や式、言葉を用いて、ねばり強く考えようとしましたか。 90.7%
図や式、言葉を用いて考え、説明（表現）することができましたか。 80.0%

主体的に学びに向き合い、考えを気軽に表現するために
モクモク力と称した「ふきだし」を活用させた。疑問や気づきを
ふきだしに書くことで、振り返りを書くときのヒントにもなった。

『2.4から1にもどるには÷2.4するから』と、わり算になる
理由を言語化している。

６年【分数のわり算】でつまずきのあった、数直線から演算
決定し、説明する力を５年生で高めた。
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子どもたちが、図や言葉を使って自分
の考えを表現できるようになってきたが、
いつまでも「いくつ分」の考えから抜け
出せず、「小数倍」への拡張に時間
がかかり、「８０円の２つ分」は言え
ても、「８０円の２．３こ分」と言え
ずに困っている子どももいた。

倍の概念をもとに「何倍」を意識して
立式することが難しい子どももいたの
で、倍の概念が登場する２年生から
の系統的な指導が必要だと考えた。

演算決定の理由を数直線を指で押さえ
ながら説明できるようになってきた。
根拠を示しながら表現する力をつけた。
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Action②

２年生「かけ算」
５年生での取組みの成果と課題を踏まえ、数のまとまりに着目し、
そのまとまりがいくつ分あるのかを図や式、言葉で表現する力を育成す
るために、２年生のかけ算の単元において、５年生につながっていくよ
うに、問題場面を図に表し、かけ算の意味を丁寧に確認した。

事前に、学年団で単元構成を話し合い、実際の授業につなげた。

【事前の学年団での話し合いの際に出た意見】
・「２とび」で数える子どもが多い。
・数のまとまりに着目はしているが、数えるときは「２とび」や
「１ずつ」で数える。
・人数を確定したあと、「数え方」に着目させたい。
ただし、発問が難しい・・・「どうやって数えた？」「どう数えたら便利？」

「他の数え方は？」などの意見が出た。

⇓
【話し合った結果取り組んだ、改善点】
・まとまりを意識させるために、まとまりを囲む活動を取り入れた。
・まとまりに着目したあと、「〇人ずつが△台分」のような表現を
子どもたちができるように声かけをした。

つけたい力を評価テストで見取る

さんすうのじゅぎょうが楽しく
なってきて一日一かいはさん
すうのじゅぎょうがあるからうれ
しくなった。それから先生に
「図かいてるやん。」と言われ
たことがうれしかった。

しかも３×５のもんだいを作
りましょうは、むずかしかったけ
ど楽しかった。また３年生に
なってもこのさんすうをやりたい
と思いました。そして「こんなに
かけるだなんてすごいなぁ
～」って自分でも思った。

子どもたちのふり返り より
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Action③

５年生「割合」
割合を比べるときに、２つの数量の関係を数直線や式に表し考
える力を子どもたちに育てるために、教科の見方・考え方を意識し、
国語科で学習したことを意識しながら表現することに取り組んだ。

子どもたちのふり返り より

思考のきっかけや、表現する際の手が
かりとなるよう、子どもたちが働かせた
「見方・考え方」を顕在化・可視化し
た。そのことで、子どもが見方・考え方
を自覚して使えるようになってきた。

数直線に矢印や□を書き込んで、立式
する力がついてきた。また、言葉で考えを
伝える力も高まってきた。

評価テストにおいても、
図や算数の言葉を用いながら、
自分の考えを表現するようになった。
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学校全体で取組みを進めた結果、＜教員アンケート＞について、
右表の項目で高い割合で肯定的回答を得た。

学校全体で年間カリキュラム・単元計画シートを作成し取組みを進めたことで、教員が見通しを持つことができ、学習したことが他の学年と
どのように関係するのか（各学年でのかけ算、わり算、割合、図の描かせ方）等の話し合いが増え、縦の系統性を意識するようになった。そ
の結果、次の単元や他教科との関連も意識しながら授業を進めることができた。また、表現力に焦点を当てたことで、思考力や判断力を見
取りやすくなり、教員にとっても、子どもについた力がわかりやすくなった。

また、下記のような子どもの姿を見ることが増えた。
・ノートを振り返りながら、既習事項をもとに考える力がついてきた。
・順序立てて説明したり、事例を挙げたりしながら説明する力、文末表現を意識して書いたりする力がついてきた。
・図や式、ことばを使い、根拠を示しながら、考えを説明（表現）する力がついてきた。
・図解化するからこそ、出てきた数字の意味を捉えられるようになってきた。
・「ふりかえりに自分の考えを書ける」「○○な力がついた」と自覚する子どもが増えた。

その結果、学校教育自己診断の「学校は子どもの学力が定着するよう工夫している」という質問項目において

昨年度74.0％ ⇒ 今年度86.4％

というように数値が上昇し、保護者にも学校の取組みについての理解が進んだと考えられる。

＜教員アンケート結果＞ 肯定的回答

校内研究の必要性の理解や課題・学力向上の方策について
同僚と共有し取組みにあたってきたと思う。 100%

自校の研究主題を意識して授業づくりを行ったと思う。 90.9%

（４）まとめ・今後の見通し



・見方・考え方を系統立てて、「〇年でもそう考えたから、いけるはずだ」と統合的に思考することで、内容面での統合だ
けでなく、思考面での統合が期待されるため、見方・考え方が働いた場面で子どもたちから出てきた言葉を教室に掲示
した。それにより、子どもたちの思考・表現のきっかけにすることができたので、取組みを続けていくとともに、来年度は、各
学年・各単元で働かせたい見方・考え方を整理し、見方・考え方をベースにした評価規準や課題の作成に取り組む。

・子どもたちの思考が停滞したり、表面的な理解に留まっている時に、見方・考え方を引き出しつつ、思考を促し、対話
のポイントをつくるための、問い返し発問の研究を進めていく。

・子どもたちが感覚的に紡ぎだす「見方・考え方」が働いた言葉をピックアップして価値づけ、算数で培う表現力を更に
高めていきたい。

・全教科を通じて、子どもにつけたい力を育成していくために、教科横断的な取組みをさらに進めるとともに、評価方法
の充実を図る。
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今後の見通し
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1

なぜ取組みを進める必要があったのか（実態・背景）
●都市近郊の自然豊かな町であるにもかかわらず、人口減少、少子高齢化の傾向が顕著であった。
●地区人口の減少以上に児童数の減少が著しく、学校運営や子どもの学びにも影響があった。
●学校を地域、大学、行政、企業など様々な人が集い交流するターミナルとして位置付け、
学校の活性化を地域の活性化につなげることが地域に根差した学校づくりであると考えた。

どのように取組みを進めたか（取組みの概要）

●健康・体づくり教育の充実を図るため生活習慣調査と体育の授業改善や運動の工夫など、
学校全体で楽しみながらできる取組みを実施した。
●健康・体づくり教育を推進するにあたって、地域の特徴を活かした食育を推進した。
●地域の方々と教職員が楽しみながらつながった。

どのように変容したか（学校・保護者・地域等）

●地域の人たちとの交流を通して、相手が喜ぶことが自分の喜びに変わり、自分たちの
自己肯定感や新たな気付きへとつながった。
●保健室来室数が減少した（けが・心理的要因のどちらも減少した）。
●学校の教育活動により一層、関心が高まり、学校行事や児童が参加する地域の交流の
場への参加者が増えた。

ひと・まち・つながる教育

岬町立深日小学校



2岬町立深日小学校

ひと・まち・つながる教育
岬町立深日小学校

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践

（１）「ひと・まち・つながる」教育について

（２）「ひと・まち・つながる」体づくり

（３）「ひと・まち・つながる」健康教育

（４）「ひと・まち・つながる」食育

（５）「ひと・まち・つながる」教育のひろがり

２．取組みの成果について

（１）子どもたちの変容について

（２）まとめ



１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践

3

（１）「ひと・まち・つながる」教育について

岬町立深日小学校

＜「ひと・まち・つながる」教育の目的＞

○ 年間を通して全学年が教科を横断しながら自然豊か
な岬町の特性を活かしつつ、地域の「少子高齢化」に対し、
子どもが主体的に試行錯誤しながら、地域の活性化に関
わっていけるようにする。

○ 子どもが学校・地域・大学・行政・企業等と多様なか
かわりを持ち、学びを広げ、深めることで郷土や地域に誇り
や感謝の気持ちをもてるようにする。

岬町は、大阪府南部に位置し、都市近郊の自然豊かな
町であるが、人口減少、少子高齢化の傾向が顕著であった。
地区人口の減少以上に児童数の減少が著しく、学校運営
や子どもの学びにも影響があった。

そこで、学校を地域、大学、行政、企業など様々な人が集
い交流するターミナルとして位置付け、学校の活性化を地域
の活性化につなげることが地域に根差した学校づくりであると
考えた。

これまでも、地域との連携は進めてきていたが、様々な取組
みを教科等横断的な視点でどう組み立てていくのかを意識し
たカリキュラム・マネジメントを推進するにあたっては、地域の人
的・物的資源をどのように捉え、地域の方の願いや思いを把
握し、つながっていくことがカギになると考えた。

子どもたちが地域の方々と出会い、自然・文化・環境等に
ふれ合いながら、主体的に学びを深められるよう、右上囲み
に示した「ひと・まち・つながる」教育の目的を設定した。

「体づくり」・「健康教育」・「食育」を中心に据えて、子どもたち
につけたい資質・能力を意識しながら、目的の達成をめざした。



平成27年度の全国体力・運動能力・生活習慣等調査において、深日小学校の児童の体力面での課題が顕在化する
こととなった。その課題解決に向けて、大阪府の子ども体力づくりサポート事業の対象校となり、岬町教育委員会と和歌山
大学教育学部保健体育専攻の教授から指導・助言を得られることとなった（下記事例参照）。これをきっかけとして、子ど
もたちの体づくりだけでなく、教員の指導力の向上に向けた取組みが行われることとなった。その結果、平成30年度の同調
査結果において、深日小学校の取組みがスポーツ庁のホームページでモデルケースとして紹介されることとなった。

4岬町立深日小学校１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践

例えば、委員会活動等で、教員、和歌山大学教育学部保健体育専攻
のボランティア学生と児童が一緒になって、「体づくりキャンペーン」と銘打って、
昼休みに「全校あそび」やあそびの要素を取り入れた体づくりのトレーニング
の「場」の設定を考え、その内容を給食の時間に児童と一緒に校内放送を
するなどして、楽しさを全面的に打ち出した。

その中で、児童・学生・教員が関わる時間を増やし、お互いに協力しなが
ら共通の目標に向かって、楽しみながら学校を活性化させていく取組みとし
た。

（２） 「ひと・まち・つながる」 体づくり
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児童や学生たちの主体的な活動に刺激を受け、併設されている保育所と合同で全校でラジオ体操を実施するなど、学校と
しての新たな取組みも始まった。そのなかで、最も象徴的であったのは、運動会を体育専攻の学生ボランティアと一緒に準備・
練習段階から企画し児童や地域と一緒に創り上げていったことである。
プログラムの中には学生が主催し、体育専攻の学生と50メートル走を競う種目「和大生と
走ろう」や地域の人や参加者を借りてくる「借り人競争」、児童の種目への学生チームの参
加など、毎年種目を変えながら企画してきた。現在では、多くの人が参加し運動会を通して、
児童のがんばりと身体を動かすことの楽しさや人とのつながりが感じられる場となっている。

このように、「体づくり」を軸にした大学や地域との連携を進めていくことで、体力測定の数
値に改善がみられたのではないかと推察できる。

こうした取組みを進めるにあたって大切なことは、

①体づくりが継続的な活動となるために、児童が楽しみ
ながら主体的に取り組めるようにすること

②児童と一緒に楽しんで取り組むメンバーを増やすこと

の２点が挙げられる。

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践
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「ひと・まち・つながる」体づくりの取組みを進めると同時に、児童の運
動時間に関する実態を把握するために調査を行った。下図は、平日と
休日の運動時間の変化を示している。運動時間は体育の授業は含ま
ないが、放課後や休み時間に外遊びをすること、運動系の習い事は運
動時間に含めている。特徴的なことは、休日の運動時間において
「０分」が圧倒的に多いことである。

これらのデータを基に、職員間で客観的に児童の運動時間が把握で
きたことで、体育委員会などの委員会活動を通じて、児童にこうした課
題をどのように解決していくことができるのかを問いかける材料となり、体
育の授業改善や休み時間の使い方の改善のための指標となった。

外遊びの工夫

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践
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生活習慣調査用紙

（３） 「ひと・まち・つながる」 健康教育

これまで、健康教育の充実を養護教諭を
中心に行ってきた。

年間２回実施している生活習慣調査は、
子どもたちが自分自身の生活習慣の課題を
見つけやすいように、時間軸利用の研究手
法をもとに、テレビやスマホ等、自分たちが
使った時間を数直線上に記入していくように
工夫し、生活習慣を「見える化」した（右図
参照）。

単純に決めた時間を守るということよりも、
自分自身がどのように１日の時間を使って
いるのかをふり返って自身を客観視すること
を主目的とした。これは本人だけでなく、保
護者や教員にとっても「朝起きてからすぐにス
マホを触っているからやめておこう」といった具
体的なアドバイスにつながり、児童にとっても
わかりやすくなり生活習慣の改善につながっ
た。

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践
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下図は生活習慣調査における平日と休日の就寝時刻の変化を示している。
令和元年度には平日午後９時台までに67.1％の児童が就寝することができ
るようになった。生活習慣の乱れやすくなりがちな休日の就寝時刻も午後９時
台までの就寝時刻が54.6％に増加していることがわかる。

委員会活動を積極的に活用し、全校集会で劇をしたり、隣接する保育所へ
も出前授業をするなど児童の活動の場を広げ、健康教育に日常からかかわる
意識を持てるように工夫した。他者との交流を楽しみつつ、客観的な分析を用
いることで、児童自身が生活習慣を改善し、維持するきっかけとして機能してい
ると推察できる。

和歌山大学附属小の養護教諭による
出前授業

和歌山大学附属小学校と連携し、健康教育を積極的に取り組んでいる養
護教諭による出前授業を実施した。内容としては、歯磨き指導や自分の体を
守ること、また、生活習慣の改善について、児童が学び合いながら主体的に考
える授業を実施した。

保育所・小学校連携

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践
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（４） 「ひと・まち・つながる」 食育

これまでも食育を実践してきたが、学習内容の整理をし、地域の
人的・物的資源を生かした系統立てた学習に改編することにした。
そのポイントは、

①地域の自然環境や文化を活かし、児童が生産から消費まで
をできるだけ実感できる食育学習にすること

②地域の人材を積極的に活用し、生産者の顔が見えることで
食育が地域の人とのつながりによって支えられていることを
実感すること

③学校側だけでなく、参加した誰もがWIN－WINの関係を
作れるようにすること

の３つである。

これまで、地域の協力で栗拾いやひらめの稚魚放流等の体験学
習は行っていたが、それらを１・２年生は生活科、３～６年生は
総合的な学習の時間を中心に、６年間の中で系統立てて学習す
る食育や地域学習として位置づけた。次頁の図６は、行事と対応
する教科をまとめたカリキュラム・マネジメントの計画表である。

栗拾い

ひらめの稚魚 体験学習

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践



10岬町立深日小学校

計画表では、

①体づくり

②健康教育、生活習慣調査、運動会

③食育・地域学習領域の食育領域
（栗拾い、潮干狩り、ひらめの稚魚放流、
ひょうたんづくり、米作り、稲刈り、
手まり寿司づくり、梅採り、梅干しづくり、
梅シロップづくりなど）の３つに大別した。

これらの学習を教科等横断的な視点から
カリキュラム編成した。栗拾いやひらめの稚魚
放流などの単年度で完結する取組みもあれ
ば、田植え、稲刈り、梅採りなどのように経
験の蓄積を学習の軸に据えて６年間、体
験し続けるものもある。

図6．ひと・まち・つながる教育におけるカリキュラム・マネジメント年間計画
1年 2年 3年 4年 5年 6年 地域

2月

3月

1月

9月

10月

11月

12月

4月

5月

6月

7月

8月

ひと・まち・

つなげよう

自分たちの食に

ついて見つめ、

できることを考

えよう

岬のええとこ

発見だ

見つめよう

私たちのくらし

体力測定・生活習慣調査（保健・体育）

田植え（総合・理科）

深日交流発表会（ひと・まち・つながる教育）

生活習慣調査（保健）

田植え（社会・総合） 田植え（総合・理科）

稲刈り（生活） 稲刈り（総合・理科）

田植え（生活）

稲刈り（社会・総合） 稲刈り（総合・理科）

生活習慣調査（生活）

逆さ言葉

（総合・国語・社会）

食の安全

（社会・総合）

見つめよう私たちのくらし

（社会・総合・理科）

みさきめぐり

（社会・総合・外国語）

梅干しづくり（生活・国語）

音楽発表

体力測定

（ボランティア・和大生）

地域の方（水田管理者）

梅干し・梅ジュースづくり（総合・理科・国語） 地域の方（梅園管理者）

地域の方（水田管理者）

梅採り（総合・理科・国語）梅採り（生活・国語）

栗拾い（生活・図工・

国語）

潮干狩り（生活・国語）

生活習慣調査（生活）

手まり寿司づくり（生活・国語） 手まり寿司づくり（総合・国語） 手まり寿司づくり（総合・家庭科）

保幼小交流（生活）

給食指導（生活）

稚魚放流（理科・総合）

昔のくらし（社会・総合）

ふれあい喫茶（音楽・生活・道徳） ふれあい喫茶（音楽・総合）

ふれあい喫茶（国語・総合）

手まり寿司づくり

学校ボランティア

町長・町議会議員

岬町教育委員会

保護者

地域の方

運動会（体育）

折り鶴作成・平和登校日

深日漁協見学（社会・総合）

地域の方（梅園管理者）

深日小の年間行事と各学年の学習内容をもとに岡田作成

ふれあい喫茶（音楽・総合）ふれあい喫茶（音楽・総合）

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践
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＜「ひと・まち・つながる」食育の主な取組みのつながり＞

「ひと・まち・つながる」学習の
まとめ＆発表

①地域の自然環境や文化を活かし、児童が
生産から消費までをできるだけ実感できる
食育学習にすること

②地域の人材を積極的に活用し、生産者の顔
が見えることで食育が地域の人とのつながり
によって支えられていることを実感すること

③学校側だけでなく、参加した誰もが
WIN－WINの関係を作れるようにすること

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践

1年生
栗拾い

３年生
ひらめの稚魚放流 体験学習

学年単位で実施
する取組み

6年間学び続ける取組み

５年生 深日漁協見学

過去の体験から学びをつなぐ

梅採り・梅干し
梅シロップづくり
体験

米作り
稲刈り体験

縦割りで異学年交流を
しながら活動できること
もメリットになる

収穫したものを全児童が
地域の方と一緒に味わう

手まり寿司
づくり
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前ページで図示したように、地域の人的・物的資源を生かした系統立てた学習を進めるために、①～③の３つのポイント
を常に意識しながら、学校全体の食育に関する取組みのつながりを整理することができた。

この２年間の研究において、カリキュラム・マネジメントを意識した計画の見直しをする際に、教員が学年間の学びのつな
がりを意識することができるようになった。また、地域の方との連携を進めるにあたって、学校と地域が同じねらいを共有しな
がら取り組むことができ、従来から取り組んできた様々な取組みの価値を高めることができた。

それは、下記の児童の感想からも、ねらいとしていた①～③の３つのポイントが子どもたちにも浸透したことがうかがえる。
地域の特性を生かした交流によって新しい気付きや発見が生まれていることがわかる。

↑「いろいろな人がみんなのためによういしてくれて
ると思った。しおひがりはとれるところを教えてくれて
やさしいと思った。ふれあいきっさは、自分たちがえ
んそうしたらいろいろなことをほめてくれたり、お話を
できていろいろなことをほめてくれるんだなと思った」

自分たちのふだんの生活の中にあり、人口減少・少子高齢社会の影響
による自分たちの住む町の社会的な課題を児童と掘り下げることで、地域
を知り、見つめなおし、社会全体で考えていける取組みとなったのではない
かと考えている。

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践
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これまで紹介してきた「ひと・まち・つながる」体づくり、健康教育、食育だけでなく、岬町や深日
地区の課題にスポットを当てた学習も実践してきた。

町内を走る南海電鉄多奈川線とコミュニティーバスは高齢者の生活に欠かせないものである一
方、利用者の減少は著しい状況にある。これらを３・４年生の児童を中心に子どもたちのアイデ
アで活性化させるプロジェクト学習を南海電鉄、岬町総務部、ふるさと創造部、岬町教育委員
会生涯学習課、プロの歌手、関西大学文学部地理学地域環境学の教授、龍谷大学社会学
部の教授らなどと協働して実施した。令和元年３月に深日港駅前でイベントを開き、平日の午
前中にもかかわらず１００人近くの来場者があった。

また、令和元年度には、深日地区のみに伝わる漁師の方言で
ある「逆ことば（さかことば）」をテーマに学習を深めた。深日独
自の方言である「逆ことば」は、大きいものを「小さい」、多いものを
「少ない」と表現するなど非常にユニークで特徴的である。そのた
め、関西のメディアでもたびたび取り上げられてきた。しかし、その
使い方や用法の真意には、決して相手を傷つけず、仲間意識を
高めあうために使うという背景があることは、ほとんど知られていな
い。こうした豊かな言語文化も継承者が著しく減っている現状に
ある。「逆ことば」に詳しい地域の方や、富山大学人文学部の教
授らの協力を得て、聞き取り学習をし、「逆ことば」の現状につい
て分析し、その成果を劇として地域で発表するなど、学習の成果
を社会還元させる取組みにつなげることができた。

（５）「ひと・まち・つながる」教育のひろがり

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践



地域の方からは、「ふれあい喫茶（※）への（ご
高齢の方の）増加が見られ、喫茶に活気があふれ
るようになった。以前はコーヒーをのんで早々に帰ら
れていた人達も長時間の滞在が見られ、生徒との
ふれあいを大切に感じます」や、「子供たちがふれあ
い喫茶で歴史や国際交流についての劇や発表をし
ているとき、年齢差を越えて同時体験しているよう
な気持ちになる人もいると聞いています」(右図参
照）とあるように、学習の成果が児童だけでなく、
地域の高齢者にも還元されていることからも、少子
高齢化している地域の活性化につながっているとい
える。

深日小の場合、効果的な学習を進めるにあたっ
て、重要な役割を果たしたのが岬町の生涯学習課
と岬町社会福祉協議会である。両者とも「生涯学
習」というテーマを持つことから、学校とご高齢の方
を結ぶ橋渡し役となり、町内外の団体やグループと
のパイプ役となってくれた。また、生涯学習課の持つ
イベント運営力、社会福祉協議会の持つ公益性と
地域に根差した活動は学校の持つノウハウとは違っ
たものであったことから、連携を深めたことで両者が
WINーWINの関係を築くことができた。

14岬町立深日小学校

深日地区民生委員の方の感想

※「ふれあい喫茶」とは、社会
福祉協議会と地区福祉委
員会が運営している子どもか
ら大人まで集える居場所（コ
ミュニティカフェ）のことである。
月1回実施され、小学生も
参加して、年間通じて世代
間交流を行っている。

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践



右表は「地域の人や大学生との交流はあなたにとって良い経
験でしたか」という問いを、３年生以上にアンケート調査した結
果である。全体の98.1％が肯定的な回答をしている。その上で、
カリキュラム・マネジメントの軸である「ひと・まち・つながる教育」を
通して、児童の気付きや学びの深まりについて考察したい。

15岬町立深日小学校２．取組みの成果について

「くりひろいでは、いのししがくりを食べるとは
思わなかったです。ひらめのちぎょほうりゅう
は魚のしゅるいはな（ん）百びきもいると
おしえてくれました。」

＜3年生児童の感想＞

＜6年生児童の感想＞

右及び下に示したのは、３年生と６年生
の感想である。平成26年度入学の６年生
は学校の変革を体験してきた学年である。

３年生と比較すると、他者との交流を通し
て、相手が喜ぶことが自分の喜びに変わり、
自分たちの自己肯定感や新たな気付きへと
つながっていることがわかる。

２．取組みの成果について

（１）子どもたちの変容について



16岬町立深日小学校

「ひと・まち・つながる教育」を通して、自分自身にどのよう
な力がついたのかを子どもたち自身でふり返った結果、人と
つながることの楽しさや他者への敬いを自発的にできるよう
になったことがわかる。地域の人材や資源を有効活用した
ことで深い学習につながった結果、自尊感情や他者への
共感、地域を見つめるまなざしも育成されてきていることが
みてとれる。 （右資料参照）

6年生児童の感想

こうした学習への前向きな気持ちは保健室の
来室者数の減少に顕著に表れている。右表は
年度別の保健室来室者数を示している。平成
27年度と比較すると1423人から447人へと約
70％も来室者数が減少したことがわかる。

これは、「ひと・まち・つながる」体づくりや健康
教育、食育の取組みによって、子どもたちがケガ
しにくい体をつくることができたり、健康的な生活
習慣が身に付いたりした結果であると考えられる。

２．取組みの成果について
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（２）まとめ

岬町立深日小学校

「ひと・まち・つながる」教育によって、児童や教職員は教室を出て、様々な人との交流や経験を通して知識や技能を身に
つけ、学校での学習活動の充実へと往還させてきた。効果的な学習にするためには、教職員が地域の人的・物的資源を
どのように捉え、把握し、つながるのか、そして、様々なつながりをどのように織りなしていくのかが最大のポイントであった。
学校と地域との連携を進めるにあたっては、日頃から、子どもたちのために学習できる環境はないかとアンテナを張って、積
極的に外部とのつながりを求めていくことが大切である。時には、厳しいご意見をいただくこともあったが、真摯に受け止め、
前向きに進めていくことで、少しずつ学校の取組みを理解してくれる輪が広がっていった。その土壌づくりをあきらめずにできる
かどうかがポイントとなる。そうした人と人とのつながりの中で、じっくりと時間をかけて信頼関係を築きながら、「子どもたちにこ
んな力をつけたい！」という思いを共有して、めざす子ども像を一緒に考えて進めていくことで、効果的な連携ができると
考えている。

最後に…

※こうした学校と地域の取り組みの発信が評価され、令和２年３月
からスポーツニッポン（株）との共同企画で、「このゆびと～まれ」と
題して、本校の活動内容を定期連載で配信することになった。
学校の取組みと変容について地域の方だけでなく、より多くの方々
に知っていただく機会として情報発信に努めている。人口減少・少子
高齢社会は深日地区のような比較的都市部に近い地域でも深刻な
問題であり、深日小の取り組みを全国に向けて発信することで、児童
数の減少・人口減少・少子高齢社会といった課題を共有する多くの
自治体や小学校の活性化のヒントになってほしいと願っている。

２．取組みの成果について



カリキュラム・マネジメントの実現のための
参考資料集

第２章「カリキュラム・マネジメントの実現に向けた実践事例とその工夫について」
でご紹介した各校の作成資料を、ジャンルごとに分類してダウンロードできるように
しましたので、ぜひご活用ください。内容の詳細については、第２章の各校の取組み
のページを参照してください。

＜留意点＞
●各資料は、二次元コードよりアクセスし、ダウンロードすることができます。各校の実態に合わせて
加工していただいても構いませんが、学校HPに掲載する等、データの再配布はしないでください。

●各校において、本章に掲載された資料を活用いただく際に、資料を作成した当該校に問い合わせをし
たり、使用許諾を求めたりする必要はありません。

第3章
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第３章 カリキュラム・マネジメントの実現のための参考資料集

１．「計画（Plan）」に関する参考資料

（１）カリマネ表（単元配列表）を作る

（２）単元の評価規準等を明確にする

２．「授業」に関する参考資料

（１）指導案を改善する

（２）ワークシートを工夫する

３．「評価（Check）」に関する参考資料

（１）教職員が授業について相互評価をする

（２）子どもたちの変容を知る

４．「情報共有・発信」に関する参考資料

（１）教職員・子どもが意識を共有する

（２）校内・校外に向け通信を発行する



１．「計画（Plan）」に関する参考資料

熊取町立西小学校 P.7

3

（１）カリマネ表（単元配列表）を作る

それぞれの取組みを教科等横断的な視点
でつなげ「見える化」し、６年間を通して系統
立てながら考えた。

和泉市立北池田小学校 P.11

国語科を要とした教科横断的な視点を広げ
られるよう、単元を提案・公開した。また、グラン
ドデザインの作成、見直しを図った。
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岬町立深日小学校
P.10・11

各学年の取組みを、「体づくり」・「健康教育」・
「食育」の視点で、教科等横断的な視点からカリ
キュラム編成した。
学年単位で実施する取組みと、6年間学び続
ける取組みのつながりが明確になった。

１．「計画（Plan）」に関する参考資料

図6．ひと・まち・つながる教育におけるカリキュラム・マネジメント年間計画
1年 2年 3年 4年 5年 6年 地域

2月

3月

1月

9月

10月

11月

12月

4月

5月

6月

7月

8月

ひと・まち・

つなげよう

自分たちの食に

ついて見つめ、

できることを考

えよう

岬のええとこ

発見だ

見つめよう

私たちのくらし

体力測定・生活習慣調査（保健・体育）

田植え（総合・理科）

深日交流発表会（ひと・まち・つながる教育）

生活習慣調査（保健）

田植え（社会・総合） 田植え（総合・理科）

稲刈り（生活） 稲刈り（総合・理科）

田植え（生活）

稲刈り（社会・総合） 稲刈り（総合・理科）

生活習慣調査（生活）

逆さ言葉

（総合・国語・社会）

食の安全

（社会・総合）

見つめよう私たちのくらし

（社会・総合・理科）

みさきめぐり

（社会・総合・外国語）

梅干しづくり（生活・国語）

音楽発表

体力測定

（ボランティア・和大生）

地域の方（水田管理者）

梅干し・梅ジュースづくり（総合・理科・国語） 地域の方（梅園管理者）

地域の方（水田管理者）

梅採り（総合・理科・国語）梅採り（生活・国語）

栗拾い（生活・図工・

国語）

潮干狩り（生活・国語）

生活習慣調査（生活）

手まり寿司づくり（生活・国語） 手まり寿司づくり（総合・国語） 手まり寿司づくり（総合・家庭科）

保幼小交流（生活）

給食指導（生活）

稚魚放流（理科・総合）

昔のくらし（社会・総合）

ふれあい喫茶（音楽・生活・道徳） ふれあい喫茶（音楽・総合）

ふれあい喫茶（国語・総合）

手まり寿司づくり

学校ボランティア

町長・町議会議員

岬町教育委員会

保護者

地域の方

運動会（体育）

折り鶴作成・平和登校日

深日漁協見学（社会・総合）

地域の方（梅園管理者）

深日小の年間行事と各学年の学習内容をもとに岡田作成

ふれあい喫茶（音楽・総合）ふれあい喫茶（音楽・総合）

熊取町立西小学校
P.12

年間指導計画を俯瞰的に捉え、さらに学年の教員で
「食に関する指導」に係る単元等を線でつなぐことにより、
教科間の学習内容・単元の「ねらい」のつながりの相関が
「見える化」できた。
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（２）単元の評価規準等を明確にする

枚方市立招提小学校 P.16
言語能力の育成計画を
資質・能力毎に整理し直し、
１年から６年まで見通せる表
「招提小オリジナル系統表」を
作成した。

１．「計画（Plan）」に関する参考資料Excel版 PDF版

摂津市立摂津小学校
P.10研究テーマや「めざす子ども像」により迫る

ために、「つながり」を生かした授業デザイン
を学習指導案に明記できるように「授業デ
ザイン計画シート」を作成した。



２．「授業」に関する参考資料

熊取町立西小学校 P.13

6

（１）指導案を改善する

教科間のつながりを意識した学習指導案
「つながり」を生かした学習のめあて、「つなが
り」の相関図、「つながり」を生かすための手だ
てを指導案に明記した。

枚方市立招提小学校 P.12

「みんなでやってみる」ことを大切にし、全教職員で
年間１本の授業を公開した。研究仮説の中から、
「どこをがんばる」かを選んで略案を作成した。



7２．「授業」に関する参考資料

ワークシート指導案データ

枚方市立第一中学校 P.5

「表現力」「コミュニケーショ
ン力」を教科等横断的に育
成していくことをめざし、４人
班を基本とした学習形態を
推進し、考えたアイデアを書
き出すことができるよう、各
班に１枚のホワイトボードを
活用した授業づくりを進めた。
その際の指導案とワークシー
トである。



8２．「授業」に関する参考資料

和泉市立北池田小学校
P.14・15

質の高い言語活動を実現するために、年度途中に次年度の指導案モデル
を検討し、次のような内容を記載する形にリフォームした。
・並行読書材について ・言語活動モデル ・具体的な子どもの姿 等

リフォーム後の指導案には単元で児童が作成した成果物や単元のふり返り、
単元後のアンケートの集計結果なども載せることにした。これを次年度の校内
研究の指導案に生かせるように内容を検討し、次年度の指導案モデルの作
成を行った。

言語活動の内容が伝わるように具体的に示す。

（例）
・どこで、どのようなことを表現させているのか
・どこで、どんな力を見取るのか など
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（２）ワークシートを工夫する

1年間の総合的な学習の時間の計画に基づき、各
教科の授業において育成した資質・能力を、どのように
総合的な学習の時間につなげることができるのかを意
識して、ワークシートを作成した。 枚方市立第一中学校 P.13

２．「授業」に関する参考資料

ワークシート

学習計画



３．「評価（Check）」に関する参考資料

枚方市立第一中学校 P.11
10

（１）教職員が授業について相互評価をする

相互参観授業週間
を学期に１回定め、他
の教科でどのような取
組みをしているのか実
際に目にする機会を作
り、教職員が互いに刺
激を受けながら、授業
を改善していけるように
工夫した。

摂津市立摂津小学校
P.12

学期ごとに、児童の姿から
「つながりを生かした取組み
（カリキュラム）」を振り返り、
「ここがよかった」「こうすりゃよ
かった」と意見を出し合いなが
ら「成果と課題」を明らかにし
た。
また、前年度の学年担任と
ともに次学期のカリキュラムの
見直しを行い、各単元の学
習内容をイメージしたり、前年
度の成果を生かしたりできるよ
うにした。
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（２）子どもたちの変容を知る

和泉市立北池田小学校 P.10

３．「評価（Check）」に関する参考資料

短い期間で、効果を定量的・定性的に見取り検証する経験を積み、
教員一人ひとりの子どもたちの姿を見取る力の向上をめざし、共同研究
した単元（４年生以上）で、学力向上担当者が学年教員と協力して
単元末力だめし問題・アンケートを作成し実施した。

4年生アンケート ６年生アンケート ５年生問題用紙 ５年生解答用紙



12３．「評価（Check）」に関する参考資料

岬町立深日小学校 P.7

生活習慣調査を年間２回実施している。
子どもたちが自分自身の生活習慣の課題を
見つけやすいように、時間軸利用の研究手法
をもとに、テレビやスマホ等、自分たちが使った
時間を数直線上に記入していくように工夫し、
生活習慣を「見える化」した。



４．「情報共有・発信」に関する参考資料

和泉市立信太小学校 P.5 13

（１）教職員・子どもが意識を共有する

「学びのフレームづくり」として、
主体的に学ぶ子どもの育成をめ
ざし、学校全体でどのように学
ぶのか「学び方」の共有を図った。

また、思考しながら主体的に
「聴く」ための手だてとして「聴き
方の達人」を職員で共有した。
「聴いたあと、感想や意見が言
える」「聴いたあと、話について
質問する」など８つの項目を作
り、聴くことを体系的に捉え、視
覚化した。

和泉市立信太小学校 P.7

聴くことを体系的に捉え、視覚化



枚方市立招提小学校 P.14

14

夏季校内研修を受けて
2学期に実践した「つけた
い力と子どもの実態にぴっ
たり」な言語活動について
良かった点・改善点をミニ
冊子にまとめて配付し、ブ
ロック学年会で意見交流
した。

４．「情報共有・発信」に関する参考資料
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（２）校内・校外に向け通信を発行する

熊取町立西小学校 P.9

各学年で取り組んだ、地域の環境や
人的資源を活用した「食育」についての
体験学習の実践を、栄養教諭が「食育
だより」にまとめて発信した。

４．「情報共有・発信」に関する参考資料

総合的な学習の時間における
SDGｓに関する取組みを、ICT活
用の視点でとりまとめ、取組んだこ
とを「見える化」し、市内で情報共
有をした。

枚方市立第一中学校 P.12

和泉市立信太小学校 P.10

研究授業で明らかになった成果や
課題、今後の方向性を話し合い、
研究通信を発行し、研究通信を通
して、全教員で今後の方向性を共
有するとともに、研究授業で明らかに
なった課題に正対した取組みの紹介
をした。


